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ＫＰＩ（重要業績評価指標） 基準値 目標値 
（2030 年度） 

第１章 小規模多機能自治のまちづくり 
地域まちづくり協議会が主体となる協働事業の参加者数 39,160 人 51,692 人 

湖南市防災士連絡会に所属する防災士数 283 人 374 人 

夜間学級生徒数（５年間累計） － 125 人 

市民意向
調査にお
ける満足
度※ 

湖南市版小規模多機能自治の推進 ※１ 67.3％ 73.2％ 

外国人市民の地域定着、生活支援の充実 ※２ 64.1％ 70.0％ 

地域まちづくりの担い手の確保 ※３ 55.6％ 60.7％ 

人権尊重と恒久平和の追求 ※４ 75.9％ 81.7％ 

ジェンダー平等の達成 ※５ 66.3％ 72.7％ 

第２章 自然を生かし、自然と共生するまちづくり 
官民連携によるＥＳＧ投資額 333,645,424 円 465,000,000 円 

都市公園の再整備箇所数 ０箇所 ３箇所 

１人１日あたりのごみ排出量（総量） 714ｇ／人・日 662ｇ／人・日 

市民意向
調査にお
ける満足
度※ 

こなんＳＤＧｓ未来都市の実現 ※６ 60.4％ 66.3％ 

魅力的で個性的な拠点となる公園の充実 ※７ 69.3％ 72.9％ 

自然環境・生態系の保全 ※８ 72.9％ 77.7％ 

循環型社会の形成 73.9％ 78.8％ 

上下水道の整備 91.1％ 93.9％ 

第３章 人と産業が集い、公共交通でつながるまちづくり 
ＪＲ草津線（石部駅、甲西駅、三雲駅）乗降客数 5,632 人 6,146 人 

コミュニティバス乗客数 263,000 人 316,000 人 

製造品出荷額等 ※９ 5,757 億円 6,195 億円 

観光入込客数 608,320 人 670,000 人 

市民意向
調査にお
ける満足
度※ 

公共交通の見直し 18.9％ 21.6％ 

計画的な市街地・住環境整備 ※10 62.8％ 67.5％ 

道路網・河川の整備 50.5％ 54.1％ 

農林業の振興 56.3％ 62.1％ 

工業の振興 58.7％ 64.9％ 

商業の振興 39.4％ 44.3％ 

観光の振興 44.4％ 49.7％ 

雇用の促進と勤労者福祉の充実 48.0％ 53.8％ 

※基準値は総数から「どちらともいえない」「無回答」を除いた数に対する「満足」「まあ満足」の割合 
※１「市民主体のまちづくりの推進」   ※２「多文化共生のまちづくり」 
※３「特色あるふるさとづくり」   ※４「すべての人の人権尊重の推進」 
※５「男女共同参画の推進」   ※６「エネルギー・経済の循環による活性化の推進」 
※７「身近な公園・緑地の整備」   ※８「環境の保全」 
※９ 基準値は 2023 年（令和５年）経済構造実態調査の値 
※10「市街地・住環境の整備」 
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ＫＰＩ（重要業績評価指標） 基準値 目標値 
（2030 年度） 

第４章 こどもが主役の、生涯健康で安心に暮らせるまちづくり 
地域子育て支援事業（つどいの広場や子育て支援センター）の利用者数 11,900 人 12,300 人 

産後ケアの利用人数（５年間累計） 418 人 935 人 

健康寿命 ※11 
男性 79.02 歳 
女性 81.37 歳 

男性 79.49 歳 
女性 81.86 歳 

市民意向

調査にお

ける満足

度※ 

子育て環境の充実 65.2％ 70.9％ 

教育環境の充実 ※12 63.6％ 69.4％ 

高齢者福祉の充実 ※13 50.5％ 56.0％ 

障がいのある人への生活支援サービスの充実※14 58.3％ 64.3％ 

健康づくりの推進 74.6％ 80.2％ 

医療環境の充実 ※15 56.2％ 59.7％ 

持続可能な地域共生社会の実現 ※16 54.6％ 60.4％ 

危機管理体制の強化 ※17 53.6％ 59.1％ 

安全な地域づくりの推進 61.9％ 67.6％ 

第５章 市民文化を築き、はぐくみ、伝えるまちづくり 
スポーツイベントへの参加者数 14,704 人 19,410 人 
歴史・文化財・芸術展などへの参加者数 867 人 1,145 人 

図書館入館者数 － 93,000 人 

市民意向

調査にお

ける満足

度※ 

若者の社会参画の促進 44.0％ 49.8％ 

生涯学習環境の充実,教育プログラムの充実 ※18 47.7％ 53.7％ 

スポーツ環境・拠点の充実 ※19 63.1％ 68.3％ 

歴史文化遺産の保存・継承と活用 68.0％ 74.0％ 

文化芸術活動の振興 60.4％ 66.6％ 

人権教育の推進 68.6％ 74.9％ 

第６章 効率的・効果的な行財政システムと人づくり 
経常収支比率 88.0％ 90.7％ 
電子申請化率 11.2％ 70.0％ 

市民意向
調査にお
ける満足
度※ 

自治体ＤＸの推進 ※20 58.2％ 63.9％ 

財政の健全化 ※21 40.5％ 45.7％ 

近隣市町との連携 ※22 41.4％ 47.5％ 

※基準値は総数から「どちらともいえない」「無回答」を除いた数に対する「満足」「まあ満足」の割合 
※11 基準値は 2022 年（令和４年）の要支援・要介護認定者などの基礎数値から算出 
※12「就学前教育・学校教育」         ※13「高齢者の自立支援の充実」 
※14「障がい者の自立支援の充実」       ※15「医療の充実」 
※16「地域福祉の推進」            ※17「危機管理体制の整備」 
※18「社会教育の推進」            ※19「スポーツの振興」 
※20「情報ネットワークの構築」             ※21「効率的な行財政運営の推進」 
※22「広域連携の推進」 
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まちづくりを実現するた

めの政策目標 

政策 

施策毎に名称・これまでの取組

についての説明、めざす姿、今後

の実施方針の姿を整理 

施策 

施策に関連するＳＤＧｓ

アイコンを掲載 

ＳＤＧｓ 
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第１章 小規模多機能自治のまちづくり 

 

 

 

       
～湖南市みらいものがたり Episode１～ 

 

「今度、夏祭りのときに、友だちと中学代表で発表することになったよ」 

娘の結菜（ゆいな）が、得意げに言った。 

中学１年の探究学習で、結菜たちのグループが考えたまちづくり企画が校内で

最優秀賞をとった。そして湖南市の夏祭りで、その成果を発表するブースを担当す

ることになったらしい。 

沙織（さおり）は、夫と結菜の３人家族で、この春、湖南市に引っ越してきたばか

り。初めは不安もあったけれど、近所の人たちはみな温かく声をかけてくれ、すぐに

馴染むことができた。 

夏祭りの会場では、小学生が目をきらきらさせながらヨーヨー釣りに夢中。ステー

ジでは、高校生たちがダンスパフォーマンスで観客をわかせている。子育て世代は

進んで運営に協力し、シニア世代はこどもたちの安全を優しく見守っていた。 
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みんなで共に進める仕組みをつくろう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

そんな中、結菜が友だちと楽しそうに来場者に笑顔で説明している。 

「私たちは、地産地消のレシピ開発を企画しました」 

その姿を見て、沙織は思わず胸が熱くなった。 

「昔は自治会って堅苦しいイメージだったけど、まったく変わったわ」 

こどもからお年寄りまで、自然と手を取り合い、笑顔でつながっている 

──まさにこのまちの魅力は、そこにある。 

_________________________________________________________________ 

―10 年後 

結菜は県内の大学を卒業し、地元の企業に就職。沙織は今、40〜50 代の住民

たちとともに、夏祭りの運営の中心を担っている。 

今年は中学生と企業のコラボ商品「いしべえ丼」が出店予定で、湖南市のＮＥＷ

ソウルフードとして注目を集めている。結菜も就職先企業の体験ブースを担当する

ことになった。沙織は会場の準備をしながら、親子で夏祭りに関わる不思議な縁を

感じ、10 年の日々をなつかしく振り返った。 

 

※この物語は、第三次湖南市総合計画ワークショップの“みんなでつくる将来のまちの姿”をモチーフに描いた物語です。実

在の人物や団体などとは関係ありません。 
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第 1 章 

 

施策１   小規模多機能自治の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地域まちづくりフォー

ラムの開催などを通じた

地域との意見交換や地域

まちづくり協議会への担

当職員による支援、交付

金の適正化などコミュニ

ティプランの実現に向け

た支援を行ってきまし

た。 

 市内４箇所の中学校区

を生活圏域としてサポー

トする体制、連携の形を

確立していきます。地域

主体の特色ある地域づく

りへの支援がされ、地域

まちづくり協議会が中心

となって地域が自らでき

ることに主体的に取り組

んでいます。 

 

●小規模多機能自治セン

ターの整備（４中学校

区の拠点の確立） 

●市民と行政の協働の推

進 

●地域まちづくり協議会

の活動促進 

 

 

施策１   地域コミュニティの活性化  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地域代表者会議や研修

会を通じて区・自治会運

営の先進事例を学んでき

ました。地域まちづくり

フォーラムの開催などを

通じて、若い世代との対

話に取り組んできまし

た。一方で、地域の帰属意

識や連帯感が薄れつつあ

り、区・自治会の加入率の

低下、地域コミュニティ

の希薄化が進みつつあり

ます。 

 こどもから高齢者まで

全ての世代が地域づくり

に関わり、世代間交流を

通じて将来の地域づくり

の担い手が育まれる環境

が整っています。 

 

 

●地域コミュニティプラ

ンによる主体的な地域

づくりに向けた協働、

助言 

●地域の担い手となる若

い人財の育成支援 

●地域課題への関心を高

めるための情報提供や

学習機会・伝統行事な

どへの支援 

  

施策１ 

施策２ 
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施策１   中間支援組織の検討  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地域まちづくり協議会

では、持続可能なまちづ

くりをめざし、まちづく

り団体などとの協働によ

り、地域特産品の開発や

ちょこっとカフェなどの

コミュニティビジネスを

進めてきました。 

 ＮＰＯ、ボランティア

組織、企業のほか福祉、商

工業などの団体が連携

し、地域に根ざしたコミ

ュニティビジネスを展開

することで持続的なまち

づくりが展開されていま

す。 

 

●あらゆる主体との協働

による地域まちづくり

の推進 

●人財育成や専門家との

協働によるコミュニテ

ィビジネスの充実 

 

施策１   幅広い層の市民参画の促進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

グループワークを取り

入れた対話型のタウンミ

ーティングの開催や市長

への手紙などにより、対

話を通じて市政への理解

を深めてきました。各種

行政計画の策定過程にパ

ブリックコメントを実施

することで、市政への参

画機会を設けてきまし

た。 

 若者を含め幅広い世代

が、タウンミーティング

や各種委員会・審議会に

参画し、市政に意向が反

映されています。 

 

●幅広い世代からの市政

に対する意見・提案機

会の拡充 

●各委員会・審議会の公

募委員の確保 

 

 

 行政からの情報公開の拡充  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

情報公開室を設置し、

各種行政資料の公開を行

いました。湖南市ホーム

ページや湖南市メール、

湖南市公式ソーシャルメ

ディアによる情報発信に

取り組んできました。 

 庁内各課から市民にと

って有益で魅力的な行政

情報が多様な媒体によっ

て発信され、だれもが気

軽に必要な情報にアクセ

スできるようになってい

ます。 
 

●行政情報の自主的・積

極的かつ迅速な公開 

●パブリシティに対する

全庁的な意識向上 

●行政情報の拡充 

施策３ 

施策４ 

施策５ 
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政策テーマ 湖南市版小規模多機能自治 

２.地域防災の推進 
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施策１   地域の自主防災組織の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地域の自主防災組織の
設立、防災訓練などの活
動を推進するため、支援
の制度を整えてきまし
た。 

 日頃からの住民の防災

に関する取組が活発にな

り、身近な地域の防災力

が向上し、災害発生時に

おいても、だれ一人取り

残されない安心が確保さ

れています。 
 

●ふるさと防災チームを

はじめとした地域の自

主防災組織の充実 

●防災訓練・研修などの

充実による防災意識の

高揚 

●「向こう三軒両隣」のコ

ミュニケーション強化 

 

施策１   防災体制の確立  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

区・自治会単位での自
主防災組織の設立を促進
し、身近な地域の防災力
向上を支援してきまし
た。 

「消防団」や「湖南市防
災士連絡会」など専門性
の高い部隊との連携強化
に取り組んできました。 

 消防団、防災士、消防署

など防災に関わる関係主

体の連携体制が中学校単

位で確立され、地域の防

災体制がより強固なもの

となっています。 

 

●関係主体のネットワー

クの構築 

●「消防団」や「湖南市防

災士連絡会」による専

門部隊の体系化 

 

 

施策１   避難所の機能の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

防災出前講座、避難所開
設・運営訓練などの実施に
より、防災意識の向上を図
り、地域の避難所運営体制
の強化に努めてきました。 

避難所の開設・運営の課
題点などについて関係者
間で情報共有するため、意
見交換会を開催してきま
した。 

 女性や要援護者など

の視点が取り入れられ

た地域の避難所運営体

制が確立され、だれもが

安心して避難できます。

避難所にも安心して避

難できるよう避難体制

や物資の提供体制など

の準備が整っています。 

 

●地域の避難所運営体

制の整備 

施策１ 

施策２ 

施策３ 



 

重 要 な 

政策テーマ 湖南市版小規模多機能自治 

３.地域福祉の推進 
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施策１   地域福祉体制の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

少子高齢化や一人暮ら

し世帯の増加が進む中、

地域の困り事を自分事と

捉え、地域でまるごと支

える仕組みづくりを推進

してきました。 

 地域の困り事に関する

情報プラットホームが確

立されており、関係主体

間が連携し、困り事の解

決にスムーズにつなげて

います。 
 

●多様な相談内容から支

援につなげる重層的体

制の整備 

●関係主体間の情報の共

有 

 

 

施策１   住民主体の地域福祉活動の促進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地域まちづくり協議会

ごとに地域支えあい推進

員が設置され、地域課題

の取りまとめや解決方法

の検討などがなされてき

ました。 

ボランティアセンター

が実施するボランティア

育成事業の広報を行って

きました。 

 地域住民と地域支えあ

い推進員が連携して安心

できる居場所づくりなど

の地域福祉活動が活発に

なっています。 

 

●ボランティア人財、ボ

ランティア活動の周知

とマッチング 

●地域の居場所や相談で

きる場づくり 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ 多文化共生 

４.外国人市民の地域定着、生活支援の充実 
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施策１   コミュニケーションの支援  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

通訳職員や窓口職員

が、外国語および「やさし

い日本語」を活用して外

国人市民のニーズに対応

してきました。庁舎や保

健センター、まちづくり

センターにタブレット、

自動翻訳機を設置し、多

言語化への対応を進めて

きました。 

 適切な通訳や窓口職員

による「やさしい日本

語」、デジタル機器の活用

などによりコミュニケー

ションが円滑に行われて

います。 

 

●適切な通訳と「やさし

い日本語」の全庁的な

周知・活用の推進 

●ＡＩコミュニケーショ

ン機器の拡充 

●多言語での湖南市の各

種情報などの発信 

 

 

施策１   安心できる生活の支援  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

湖南市一元的外国人相

談窓口を設置して、さま

ざまな相談に対応してき

ました。依頼に応じて、外

国人技能実習生への生活

オリエンテーションを行

い、日本での生活や防災

について通訳者を通して

説明を行ってきました。

広報こなんやごみカレン

ダーなどを翻訳し、情報

提供を行ってきました。 

 湖南市一元的外国人相

談窓口が周知され、外国

人市民のさまざまな不安

の解消、問題の解決につ

ながっています。こども

から高齢者まで全ての世

代が地域づくりに関わ

り、世代間交流を通じて

将来の地域づくりの担い

手が育まれる環境が整っ

ています。 

 

●地域コミュニティに溶

け込みやすい環境づく

り 

●文化の違いによる地域

問題の解決支援の促進 

 

  

施策１ 

施策２ 
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施策１   異文化コミュニケーションの充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

関係機関と連携し、異

なる文化についての学習

や交流の機会づくりの促

進と啓発を行ってきまし

た。関係機関や地域の活

動と連携し、外国人市民

が参画し、交流できるイ

ベントを支援・周知して

きました。 

 日本人も外国人市民も

同じ地域社会でともに生

き、ともに支えあうとい

う意識がさらに醸成さ

れ、多文化共生社会が実

現しています。 

 

●相互理解を深める異文

化コミュニケーション

の促進 

●多文化共生に向けた学

びあいの機会の創出 

●セントジョンズ市をは

じめ海外との親交を通

した人財育成の推進 

●関係団体との協働によ

る多様な交流事業の推

進 

 

 

施策３ 



 

重 要 な 

政策テーマ 人財育成 

５.地域まちづくりの担い手の確保 
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施策１   多様な主体のつながりの形成  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地域まちづくりフォー

ラムでの地域まちづくり

協議会の活動、こなんＳ

ＤＧｓカレッジや市内の

中学生・高校生による事

例発表など、地域との意

見交換を行ってきまし

た。 

 ＮＰＯや地域まちづく

り協議会などのまちづく

り活動団体同士が連携し

ながら交流・体験を実施

し、若い世代を中心とし

た人財が育まれていま

す。  

●市民・団体間のネット

ワークの構築 

●市民活動の活性化や継

承に対する支援 

●若い世代を中心とした

人財育成の機会創出 

 

 

施策１   ふるさとへの愛着づくり  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

ふるさと納税やこなん

ＳＤＧｓカレッジ修了生

によるプロジェクトな

ど、地方創生に関する制

度を活用しさまざまなシ

ティプロモーションを実

施してきました。 

 若者やものづくり人財

（経営者・職人など）が活

躍し、さまざまなまちづ

くり活動が創出されてい

ます。 

 

●ふるさと応援人口の拡

大 

●ふるさと納税などを活

用したシティプロモー

ション 

●地域や教育機関との協

働による主権者教育の

推進 

●産業界や教育機関との

連携による先導的な取

組の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

 
 

６.多様な市民が参画する仕組みづくり 
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施策１   移住・定住の促進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

移住定住サイトを活用

した情報発信や移住相談

会における湖南市の魅力

のＰＲ、結婚新生活を支

援してきました。 
 

湖南市への移住を検討

している人のそれぞれの

段階に応じた支援が整備

され、移住者の増加につ

ながっています。 

 

●まちの魅力の情報発

信・相談支援の強化 

●移住の受け皿となる体

制整備・支援の充実 

●地域とつながる体験・

交流の支援 

●結婚に関する支援・若

者に向けた情報発信 

 

 

施策１   関係人口の創出  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

空き家活用やテレワー

ク、コワーキングスペー

スなどの整備により、関

係人口の増加を図ってき

ました。 

 第２のふるさとづくり

として、関係部署や民間

事業所などとの連携によ

り、地域の人財を活用し

た新たな交流の場が創出

されています。 

 

●第２のふるさとづくり

の受け皿となる環境整

備 

●地域人財などを活用し

た新たな交流の場の創

出 

 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

７.人権尊重と恒久平和の追求 
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施策１   人権尊重の徹底とあらゆる差別の撤廃  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

人権尊重の理念の浸透

と差別の撤廃に向け、関

係機関と連携しながら、

人権教育・啓発事業を展

開し、家庭・地域・学校・

園・企業における人権意

識の高揚を推進してきま

した。 

 

部落差別をはじめ、障

がいのある人、こども、女

性、高齢者、外国人などに

対する人権侵害や差別に

対する基本的な知識や理

解・認識が深まり、人権尊

重が徹底されています。 

 

●人権意識の高揚に向け

たあらゆる差別に対す

る関係機関と連携した

啓発活動の推進 

●あらゆる差別に対する

相談体制の強化 

●正しい理解・認識と実

践につなげる人権学習

の機会・内容の充実 

●湖南市学校・園人権教

育基底プランによる内

容の実践 

●地域総合センターによ

る支援活動の充実 

●企業内人権のきめ細か

な啓発、研修の推進 

●企業の自発的な取組へ

の支援 

 

 

施策１   相談体制の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

部落差別、外国人差別、

障がいのある人への差

別、虐待、いじめ、ＤＶ、

ハラスメント、ストーカ

ーなど、人権に関わる相

談が多様化しており、相

談に的確かつ迅速に対応

して被害者保護や早期解

決を図るため、関係機関・

団体などと密接な連携に

よる取組を行ってきまし

た。 

 だれもが利用しやすい

相談窓口が設置され、多

様化する人権相談に対応

し、市民の立場に立った

相談が行われています。 

 

●関係機関・団体などの

多様な相談窓口との連

携による総合的な相談

体制の強化 

●相談員の育成 

●相談窓口の周知 

施策１ 

施策２ 
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施策１   「非核平和都市宣言」の啓発  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

2005 年度（平成 17 年

度）に、あらゆる国の核兵

器の廃絶を訴え、人間の

尊厳を守り、基本的人権

の尊重と恒久平和を求め

るため「非核平和都市宣

言」を宣言しました。2009

年度（平成 21 年度）に平

和首長会議に加盟し、平

和に関する啓発活動に取

り組んできました。 

 戦争体験者の体験の語

り継ぎが次の世代へと継

承され、戦争の惨禍を風

化させることなく、後世

に世界平和実現の願いが

引き継がれています。 

 

 

●平和啓発の推進 

 

 

 

施策３ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

８.ジェンダー平等の達成 
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施策１   ジェンダー平等の啓発  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

家庭や地域・学校・企業

などあらゆる社会活動の

場で男女共同参画社会に

ついての理解が進むよ

う、啓発用ＤＶＤの貸出

や講座を開催し、啓発に

努めてきました。 

 家庭・地域・学校・企業

などあらゆる場でジェン

ダー平等の意識が浸透

し、男女が同等に家事・育

児・介護を担い、仕事と両

立できています。 

 

●家庭・地域・学校・企業

などあらゆる社会活動

の場でのジェンダー平

等の啓発活動の推進 

●だれもが働きやすい職

場環境に向けた企業へ

の啓発活動の推進 

 

 

施策１   だれもが参画できる環境整備と社会参加の促進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

女性が社会に参加しや

すい環境整備とともに、

審議会や区・自治会にお

ける女性の参画を推進し

てきました。活躍事例の

情報共有を行い、啓発し

てきました。湖南市主催

講座の開催の際に、予約

制の託児サービスを実施

してきました。 

 性別・性差に関係なく

だれもが社会に参加しや

すい環境整備が進み、政

策決定、地域活動での意

思決定に意向が反映され

ています。 

 

●ワーク・ライフ・バラン

スの推進 

●地域・社会参加を促進

するための環境整備 

●政策決定、地域活動で

の意思決定の場への女

性登用の促進 

●女性職員の管理職への

登用の推進 

 

 

 

施策１ 

施策２ 
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施策１   相談および支援体制の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

人権相談ネットワーク

協議会などの関係機関と

の連携により、相談内容

の多様化に対応してきま

した。また、女性の悩み相

談（月２回）・人権なんで

も相談（月２回）を実施す

るとともに、就労相談の

開催や女性活躍の事例集

などによる啓発により、

女性の社会参加を促進し

てきました。 

 ジェンダーを取り巻く

社会的問題や心身の健康

に関する問題を受け止

め、解決や自立へ導く相

談体制が充実していま

す。 

 

●関係機関との連携によ

る相談体制の強化 

●相談員の育成 

●相談窓口の周知 

 

 

施策１   性的マイノリティへの理解促進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

関係団体と連携し、啓

発パンフレットの作成・

配布、広報こなんやホー

ムページで啓発を行い、

多様な性に関する理解を

深めてきました。 

 性別・性的指向・性自

認・性表現に関わらず、自

分らしく生きることが尊

重される社会が実現して

います。 

 

●啓発活動の推進 

 

 

施策３ 

施策４ 
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第２章 自然を生かし、自然と共生するまちづくり 

 

 

 

 

  

～湖南市みらいものがたり Episode２～ 

 

「ねえパパ、今日もあの公園に行こうよ！」 

７歳の優月（ゆづき）が、目をキラキラ輝かせながら言った。 

小さな家族が何度も通ったあの公園。そこで作った泥だんごは、まるで宝石のよ

うにピカピカに光っていた。ぽかぽかの陽だまりの丘を、笑顔で駆け回ったあの時

間は、優月にとってかけがえのない思い出だ。 

湖南市では、地域の特色を生かしたふれあい公園や都市公園の再編・再整備

によって、使いやすく魅力あふれる場所がある。優月の住む地区には、小さくても美

しい花壇ができ、四季折々の花が彩り、住民同士の自然なふれあいの場になってい

る。 

優月は帰り道、散歩中の子犬に触れたり、友だちと遊んだりして過ごしていた。 
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うるおいのあるまちをつくろう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

―10 年後 

高校２年生になった優月は、となりまちの友だちと「にじいろ公園」にやってきて、

釣りを楽しんでいた。「にじいろ公園」は自然豊かで、だれでも使いやすいユニバー

サルデザインの遊具が並び、親子連れからお年寄りまで、幅広い世代が集うふれ

あいの場になっている。公園でみる親子が小さい頃の自分の姿と重なり、思わず笑

みがこぼれた。 

「湖南市にはおもしろい公園がいっぱいっていいなぁ」 

友だちが釣り竿をゆらしながら言った。 

「他にもいろんな公園があるよ」 

優月はスマート端末を開いて友だちにみせた。 

「この公園、すごいな。砂でこんなに大きな城をつくってるぞ！」 

友だちがみつけた公園の写真に、優月は小さい頃のわくわくした気持ちがふわり

とよみがえってくるのを感じた。 

 

※この物語は、第三次湖南市総合計画ワークショップの“みんなでつくる将来のまちの姿”をモチーフに描いた物語です。 

実在の人物や団体などとは関係ありません。 

 



 

重 要 な 

政策テーマ こなんＳＤＧｓ未来都市の実現・脱炭素化 

１.こなんＳＤＧs 未来都市の推進 
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施策１   地域自然資源を活用したエネルギーと経済の循環による地域活性化の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

こなんウルトラパワー

株式会社のノウハウを活

用し、公共施設、民間施設

への太陽光発電設備の設

置を図り、地域の自然エ

ネルギー活用を推進して

きました。 

 こなんウルトラパワー

株式会社を核として、地

域の自然エネルギーの活

用が広がり、エネルギー

と経済の地域内循環が確

立されています。 

 

●地域の自然エネルギー

を活用した取組の推進 

●自家消費型屋根借り太

陽光発電への参画 

●家庭での自然エネルギ

ー活用に寄与する取組

の推進 

●エネルギーの地産地消

の推進 

 

 

施策１   地域資源との関わりを見つめ直し、だれもが参画できるまちづくりの推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

市内福祉作業所と連携

し、太陽光エネルギーを

活用したサツマイモ栽培

や加工品の販売、新たな

農作物の検討に取り組

み、木質バイオマス燃料

の安定供給の取組を開始

してきました。 

 市民・福祉事業者・大学

などとの連携による木質

バイオマスの取組など、

だれもが参画できる取組

によるさりげない支えあ

いのまちづくりが広がっ

ています。 

 

●市民・事業者の交流促

進による利益の地域循

環の推進 

●農福連携の取組推進に

よるイモ製品の開発な

ど６次産業化の推進 

●ソーラーシェアリング

活用の促進 

●林福連携推進による木

質バイオマス燃料の供

給の推進 

●ＳＤＧｓに関する地域

資源教育の推進 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ こなんＳＤＧｓ未来都市の実現・脱炭素化 

２.脱炭素の地域づくり 
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施策１   地球温暖化対策の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

ＳＤＧｓ出前講座など

を通して、公共交通機関

の利用や徒歩・自転車で

の移動が温室効果ガス排

出抑制や健康維持に繋が

ることを啓発してきまし

た。自然エネルギーの利

用促進を図ってきまし

た。 

 省エネルギー型のライ

フスタイル、ワークスタ

イルが定着し、環境への

負荷のない自然エネルギ

ーへの転換が進んでいま

す。 

 

●自然エネルギーの活用

や省エネルギーの普及

促進 

●屋上緑化や緑のカーテ

ンの普及率の向上 

●事業所への高効率型機

器の導入促進 

●温室効果ガス排出抑制

のための公共交通機関

などの利用促進 

 

 

施策１   強靱性と脱炭素を両立した持続可能なまちづくりの推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

こなんウルトラパワー

株式会社が設備保有する

スキームにより、公共施

設への太陽光発電設備と

蓄電池の設置導入による

非常時の電源の確保に取

り組んできました。 

 小売電力事業を軸に省

エネルギーサービス事業

も展開され、自然エネル

ギーを活用した地域分散

型電源が普及し、災害時

に備えたエネルギー供給

の強靭性が確保されてい

ます。 

 

●地域主導による自立分

散型エネルギーの導入

促進 

●エネルギーを主眼に置

いた効率的な公共施設

の維持管理の推進 

●災害時のエネルギー供

給の保持 

●地元企業とのカーボン

ニュートラルの連携・

支援強化 

 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ こなんＳＤＧｓ未来都市の実現・脱炭素化 

３.魅力的で個性的な拠点となる公園の充実 
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施策１   拠点的公園の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

都市公園の一角を利用

した地域による花植えな

どの活動や恵まれた自然

を生かし、市民が身近に

自然にふれることのでき

るレクリエーションの場

づくりを推進してきまし

た。 

 地域の拠点的な公園

が、市民のレクリエーシ

ョンや憩いの場などとし

て充実し、多くの市民に

有効活用され、賑わって

います。 

 

●市民交流やふれあいの

場づくりの充実 

●公園サポーター制度に

よる市民参画の推進 

 

 

施策１ 



 

重 要 な 

政策テーマ 公園活性化 

４.身近な公園の再編 
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施策１   身近な公園の再編  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

こどもからお年寄りま

で多くの市民が快適に憩

える身近な公園として、

遊具施設などの安全点検

や施設修繕を行うととも

に、老朽化した公園につ

いては市民が利用しやす

い形態に再整備の検討を

進めてきました。 

 地域が主体となり維持

管理が持続できる公園が

バランスよく配置され、

だれもが安心して利用で

き、自由にくつろぐこと

のできる場が身近にあり

ます。 
 

●地域などとの連携によ

る魅力ある公園整備 

●市街地や住宅地におけ

る公園機能の再編およ

び集約化 

 

 

 

施策１   公園の利用・維持管理の効率化  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

公園遊具施設点検を実

施し、危険度の高い遊具

について、撤去または修

繕を行ってきました。 

除草などの日常管理は

地元の区・自治会で行い、

身近な公園の管理が行わ

れてきました。 

 地元住民の協力のもと

公園の日常管理と施設の

点検が行われ、計画的に

修繕が進められていま

す。 

 

●遊具施設の安全管理な

ど公園施設の計画的な

維持管理 

●指定管理者制度の導入

や地元への委託など整

備管理体制の充実 

 

 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ 公園活性化 

５.自然環境・生態系の保全 
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施策１   生物多様性の保全  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

小学生を対象とした施

設見学を受入れ環境学習

を実施し、高校生による

フィールドワークを行っ

てきました。 

 自然や生き物の豊かな

個性とつながりを大切に

し、人間を含め多くの生

物が調和しながら暮らす

健全な生態系が維持され

ています。 

 

●希少な野生生物の生

育・生息環境に配慮し

た健全な生態系の維持 

●地域・学校などにおけ

る環境教育・環境学習

の推進 

 

 

施策１   自然資源の保全  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

国の天然記念物「平松

のウツクシマツ自生地」

などの特徴的な自然資源

を地域と協働して保全し

てきました。 

森林環境譲与税を活用

し、森林・里山が持つ多面

的機能の維持・増進を図

ってきました。 

 国の天然記念物「平松

のウツクシマツ自生地」

を含め、森林・里山の保全

への関心が高まり、事業

者や市民が関わりながら

健全な森林・里山環境が

保全されています。 

 

●国の天然記念物「平松

のウツクシマツ自生

地」の計画的な保全活

動の継続 

●生活環境保全林などの

適正管理 

●里山保全活動の推進 

●無秩序な伐採や開発の

規制、環境に配慮した

森林整備などの実施 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ  
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施策１   水辺の環境の保全  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地域住民と行政の協働

の観点から河川愛護活動

を通じ、河川環境の美化

を推進してきました。 

河川の水質調査を実

施、結果をホームページ

に掲載し、河川の環境保

全に努めてきました。 

 湖南市の恵まれた自然

環境の象徴である野洲川

は、市民の積極的な関わ

りのもと、美しい河川環

境が保全されています。

その他の河川についても

多世代が河川愛護の精神

で清掃活動などを実施し

ています。 

 

●琵琶湖と関連水系保全

のためのネットワーク

づくりの推進 

●河川の水質などの情報

提供や保全活動への支

援 

●河川環境美化と保全活

動への支援 

 

 

施策１   つながりで守り育む体制づくり  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

湖南市の良好な自然環

境を生かしながら、住み

よいうるおいのあるまち

づくりを推進するため、

環境団体と連携して、森

や川の勉強会などのこど

もが参加できる取組や清

掃活動を実施し、ボラン

ティアの育成に取り組ん

できました。 

 森林や川が美しく保た

れているとともに、自然

環境を学習やレクリエー

ションの場として活用す

るための環境が整い、市

民が自然と親しむ機会が

増えています。 

 

●市民・事業者・環境関連

団体などが連携した推

進体制による取組の推

進 

●市民協働による自然体

験やレクリエーション

の機会づくり、学習環

境の整備 

●学習ボランティア・団

体などの育成支援 

 

  

施策３ 

施策４ 



 

重 要 な 

政策テーマ 公園活性化 

６.循環型社会の形成 
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施策１   省資源・リサイクルの推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

食品ロス削減に向けた

啓発、生ごみ減量化推進

補助金やリサイクル推進

活動奨励金の交付を通じ

て、ごみの減量化やリサ

イクル活動を推進してき

ました。 

 市民・事業者・行政が相

互に役割を分担し、一体

となった省資源・リサイ

クル活動が定着していま

す。 

 

●市民・事業者・行政の協

働による３Ｒの推進 

●資源の有効活用とリサ

イクル率向上 

 

 

施策１   適正なごみ処理、不法投棄の防止  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

甲賀広域行政組合衛生

センターでは可燃ごみの

処理、リサイクルプラザ

では一般家庭の不燃ご

み・粗大ごみの破砕処理、

缶類・ペットボトルの中

間処理を行ってきまし

た。不法投棄パトロール

を実施するとともに、看

板の設置などの啓発活動

に取り組んできました。 

 甲賀広域行政組合衛生

センターの適正な保全管

理と設備の改修整備が行

われ、安定的に稼働して

います。 

山林の不法投棄がなく

なり、美しい自然景観が

保全されています。 

 

●ごみ処理施設の計画的

な維持管理 

●県と連携した指導のも

と民間の産業廃棄物処

理施設の維持管理およ

び改善の促進 

●市民・事業者・行政の協

働による山林などの巡

回・監視や啓発活動に

よる不法投棄の防止 

●市民・各種団体・企業な

どのごみの自主回収活

動への支援 

 

 

施策１ 

施策２ 
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施策１   循環型の暮らしの定着  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

リサイクルプラザで

は、小学生を対象とした

施設見学を受入れるな

ど、環境学習を実施して

きました。また、高校生に

よるフィールドワークも

実施してきました。環境

団体と連携してボランテ

ィアの育成に取り組んで

きました。 

 環境について考え、実

践する人財やボランティ

アグループが活躍し、広

く市民に循環型の生活ス

タイルが定着していま

す。 

 

●環境学習の充実 

●環境ボランティアの育

成・支援 

 

 

施策３ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

７.上下水道の整備 
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施策１   上水道施設の整備と管理  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

水道事業の包括委託契

約を行い、24 時間体制の

水源の監視システムによ

り安全な水の安定供給と

財政の健全化に努めてき

ました。 

老朽配水管の更新など

を計画的に推進してきま

した。 

 市民に安全な水を安定

供給する上水道体制が整

い、長期的な視点で上水

道財政が健全に運営され

ています。 

 

●長期的な水需要の変動

に合わせた施設規模の

最適化 

●水道施設の計画的な維

持管理および更新 

●包括業務委託などによ

る経営効率化の推進 

 

 

施策１   下水道施設の整備と管理  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

市民の快適な居住環境

と河川などの公共用水域

の水質保全のため、健全

な財政運営に努めなが

ら、下水道施設の計画的

な維持管理とともに水洗

化の普及促進を行ってき

ました。 

 長期的な視点で下水道

財政の健全運営が行わ

れ、計画的な下水道の新

設および更新がされ、快

適な居住環境と河川など

の水質が保全されていま

す。 

 

●未整備地域への計画的

な下水道整備 

●下水道施設の計画的な

維持管理 

●広報活動の充実による

水洗化の普及促進 

●包括業務委託などによ

る経営効率化の推進 

 

 

施策１ 

施策２ 



● 88 ● 

第３章 人と産業が集い、公共交通でつながるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～湖南市みらいものがたり Episode３～ 

 

「お母さん、宿題の本を借りに図書館に行きたいから、車で連れてって！」 

小学４年生の颯太（そうた）に頼まれ、母の綾乃（あやの）は玄関先に出た。そし

ていつものように、隣に住む一人暮らしの幸子おばあさんに声をかける。 

「図書館まで行きますが、幸子さん、何か買ってきて欲しい物ありますか？」 

颯太はもちろん、幸子さんも車を運転できないので移動は大変だ。 

小さな日常の中にある、小さな優しさ──ご近所同士の助け合いも大切だが、

湖南市は、優しさに頼るだけでなく、公共交通や都市計画、企業誘致といった政策

を推し進めている。これは、行政だけでなく企業や住民も力を合わせ、地域の知見

やネットワークをフル活用した取り組みだ。 

やがて、「バスや電車をもっと利用しよう」とする企業の取組が市民全体へ広が

り、誰でも好きな時に、好きなところへ移動できるまちづくりが形づくられていった。 
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活気あるまちをつくろう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

―10 年後 

「この前、幸子さんもいろんなライドシェアで病院に行けるようになって、本当に助

かったって言ってたわ」 

「うん。駅行の便に乗る人も増えて電車の本数も増えたしね。それに国道１号も広

くなって、通勤がスムーズになったよ」 

颯太は高校を卒業し、地元企業でインターンを経験中だ。スマートＩＣ周辺にはグ

ローバル企業が進出し、駅の近くや県道４号沿いには、特色あるテナントやおしゃれ

なレストラン、ショップが並ぶ。 

市民、企業、行政がいろんな困り事をシェアできる空気があって、お互いに補い

あい、支えあう、「住みやすさってこういうことなんだろうな」と綾乃は実感している。 

 

※この物語は、第三次湖南市総合計画ワークショップの“みんなでつくる将来のまちの姿”をモチーフに描いた物語です。 

実在の人物や団体などとは関係ありません。 

 



 

重 要 な 

政策テーマ 公共交通 

１.公共交通の見直し 
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施策１   地域公共交通の再構築  

 

これまでの取組  めざす姿  実施方針 

市内のＪＲ草津線３駅

について、順次、バリアフ

リー工事などを進めてき

ました。コミュニティバ

スの利用増進に向け、市

民ニーズに基づいた取組

を推進してきました。ま

た、高齢者の移動支援事

業に取り組む地域まちづ

くり協議会もあります。 

 地域の公共交通サービ

スのあるべきサービス水

準などについて広く認識

が共有化され、利用者が

増加し、満足度が高まっ

ています。 

 

●事業運営計画の見直し 

●公共交通機関による利

便性の向上 

 

施策１   ＪＲ草津線複線化の促進  

 

これまでの取組  めざす姿  実施方針 

県や沿線市町などと滋

賀県草津線複線化促進期

成同盟会を組織し、ＪＲ

西日本に対してＪＲ草津

線の複線化に関する要望

活動、利用促進事業を行

ってきました。 

 ＪＲ草津線沿線全体の

魅力が向上し、利用客数

が順調に増加していま

す。 

 

●ＪＲ草津線の利用客数

増加に向けた一体的な

取組の推進 

●関係団体などとの連携

によるＪＲ西日本への

継続的な要望活動の推

進 
 

施策１   地域の支えあいによる移動支援の推進  

 

これまでの取組  めざす姿  実施方針 

「送迎支援・支えあい

活動」を実施する地域ま

ちづくり協議会への支援

を行ってきました。同様

の取組を実施し、高齢者

の交通手段の確保を検討

している地域まちづくり

協議会もあります。 

 地域住民の支えあいに

よる身近な交通手段が確

保され、湖南市全体の取

組へと広がり、買い物や

通院などさまざまな目的

において市民の移動の支

えになっています。  

●地域主体による身近な

交通手段確保の取組の

支援 

●新たな交通手段の導入

検討 

 

施策１ 

施策２ 

施策３ 



 

重 要 な 

政策テーマ 公共交通 

２.バスの利便性向上 
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施策１   バスの利便性向上  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

有識者や市民を交え地

域の実情に即したサービ

スを実現するための協

議・検討会を実施してき

ました。 

 ＪＲ草津線への接続が

確保され、他の交通手段

と分担しながら利用しや

すいサービスが提供さ

れ、利用者が増加し、満足

度が高まっています。 

 

●企業連携や市民ニー

ズ、地域づくりの動向

に基づくサービス改善

によるコミュニティバ

スの利用促進 

 

 

施策１   モビリティ・マネジメントの推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

交通事業者と連携し、

バスを使った乗降体験や

利用マナーなどの交通環

境学習を湖南市内の小学

校で実施してきました。 

 バスの利用に親しむ人

が増え、公共交通全体の

利用者が増加していま

す。 

 

●地域モビリティ・マネ

ジメントの推進 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ 都市計画 

３.駅周辺のまちづくり 
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施策１   ３駅周辺のまちづくりの推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

立地適正化計画に基づ

く届出制度により、居住

機能や医療・福祉・商業、

公共交通などのさまざま

な都市機能の誘導を行っ

てきました。ＪＲ草津線

３駅のバリアフリー化、

石部駅自由通路の整備、

三雲駅周辺のインフラ整

備を推進してきました。 

 公共交通と併せて３駅

周辺の利便性が高まると

ともに、駅の周辺に憩い

の場や都市機能の立地が

進み、賑わいが感じられ

ます。 

 

●都市機能の集約化など

コンパクトなまちづく

りの推進 

●駅ロータリー周辺にお

ける環境整備の促進 

●地域特性に応じた駅周

辺の賑わいの創出 

 

 

施策１ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

４.計画的な市街地・住環境整備 
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施策１   都市計画の推進と市街地の整備  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

湖南市都市計画マスタ

ープランに基づき、生活

の利便性を向上させる土

地利用を推進するととも

に、人口減少社会を見据

え、湖南市立地適正化計

画に基づく都市機能の集

約化を推進してきまし

た。 

 人口減少社会に対応し

た持続可能なまちづくり

を基本としつつ、利便性

が確保され、快適で魅力

的なまちづくりが進めら

れています。 

 

●防災対応、ユニバーサ

ルデザインに配慮した

公共施設の整備充実 

●立地特性を生かした民

間活力誘導の促進 

 

 

 

施策１   良好な景観の形成  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

景観法に基づく届出行

為の審査や協議を通じて

良好な景観の形成を推進

してきました。景観重点

地区では、ボランティア

や住民との協働により良

好な景観の形成に取り組

んできました。広報こな

んに景観に関する特集記

事を掲載し、景観形成の

意識の醸成を図ってきま

した。 

 自然や歴史を感じさせ

る優れた景観資源を生か

した湖南市らしい良好な

景観が市民・事業者・行政

の協働により形成されて

おり、地域の魅力が高ま

っています。 

 

●景観づくりの情報提供

など意識啓発の促進 

●重点地区を中心とした

市民主体の景観づくり

活動への支援 

●景観に配慮した公共施

設の整備 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ 都市計画 

４.計画的な市街地・住環境整備 
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施策１   住環境の整備・地籍調査の実施  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地域の特性を踏まえつ

つ各種の都市計画制度や

民間開発の誘導、地籍調

査の推進などに取り組

み、市民にとって住みや

すい良好なまちづくりを

推進してきました。 

 湖南市の発展に資する

開発の適正な誘導、将来

を見据えた都市計画制度

の計画的な活用により、

地域の特性に応じた住み

よい良好なまちづくりが

進められています。 

 

●地区計画や都市計画提

案制度などの地域の特

性・意向を踏まえた創

意ある市街地形成 

●生活環境などに配慮し

た住宅開発の推進 

●地域連携による地籍調

査の推進 

●適切な開発誘導の推進 

 

 

施策１   住宅環境の改善  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地震による建築物の倒

壊などの被害から市民の

生命・財産を守るため、木

造住宅耐震診断の実施や

制度の周知など住宅耐震

化率の向上に取り組んで

きました。 

 住宅の耐震性が高ま

り、地震に対する安全性

が高まっています。さま

ざまな事情で住宅の確保

に困窮する市民への支援

が整い、住宅セーフティ

ネットが確保されていま

す。 

 

●住宅耐震診断・耐震改

修の啓発・支援 

●住宅の健康被害に関す

る情報提供と相談体制

の充実 

●高齢化社会に対応した

公営住宅のユニバーサ

ルデザイン化の推進 

●公営住宅の長寿命化・

個別改善・建替え 

●市民の安全を脅かす構

築物の撤去への支援 

施策３ 

施策４ 
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施策１   空き家対策の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

空き家サポートセンタ

ー「あきやナクス」を拠点

として相談窓口の一元

化、発生予防啓発や管理

サポートなどの空き家の

適正管理を推進してきま

した。 

 空き家の適正管理と利

活用が進み、周辺の生活

環境に悪影響を及ぼす可

能性のある空き家は減少

しています。 

  

●空き家の適正管理およ

び利活用の促進 

●管理不全空家・特定空

家に対する法に基づく

助言・指導など 

 

 

施策１   火葬場の整備、霊園・墓地の適正管理  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

火葬場の湖南市浄苑で

は適切な市民サービスを

行うとともに、ペットな

どについても個別火葬を

行うサービスも展開して

きました。 

 火葬場の受入設備の定

期的な保守点検、計画的

な更新・維持修繕が着実

に行われており、火葬需

要のニーズ変化にも対応

ができています。 

 

●火葬需要に対応したサ

ービスの向上 

●火葬場の整備、霊園・墓

地の適正管理 

施策５ 

施策６ 



 

重 要 な 

政策テーマ 都市計画 

５.企業立地の促進 
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施策１   魅力的な企業の誘致  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

栗東湖南ＩＣや国道１

号開通による広域交通の

利便性の高さに企業の注

目が集まっており、就職

説明会を開催するなど人

財育成・確保の支援を実

施してきました。商工会

と連携し、新規創業者の

育成、伴走型での支援を

実施してきました。 

 多様化する就労ニーズ

やＤＸに対応しながら、

さまざまな魅力的な企業

が経済活動を展開されて

います。 

 

●企業誘致および創業支

援制度の充実 

●用地確保などの産業立

地の支援 

 

 

施策１   産業の魅力化・シティセールス  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

旧東海道沿いの酒蔵や

正藍染・近江木綿、近江下

田焼、近江一閑張などの

工芸品があり、関係団体

と連携して各種の展示・

商談会や販売促進の機会

を提供し、地場産業を含

む情報発信などを支援し

てきました。 

 湖南市の風土に根付い

た地場産業の魅力が広く

伝わり、新たな魅力を兼

ね備えた地域産品が開発

され、地域では産地形成

に向けた活動が展開され

ています。 
 

●地場産業の情報発信支

援 

●新たな特産品づくりと

産地形成の支援 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ 企業誘致 

６.企業、大学、行政による連携機会の創出 

● 97 ● 

第
１
章 

 

小
規
模
多
機
能
自
治
の 

ま
ち
づ
く
り 

第
６
章 

 

効
率
的
・
効
果
的
な 

行
財
政
シ
ス
テ
ム
と
人
づ
く
り 

第
５
章 
 

市
民
文
化
を
築
き
、
育
み
、 

伝
え
る
ま
ち
づ
く
り 

第
４
章 

 

こ
ど
も
が
主
役
の
、
生
涯
健
康
で 

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

第
２
章 

 

自
然
を
生
か
し
、 

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り 

第
３
章 

 

人
と
産
業
が
集
い
、 

公
共
交
通
で
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り 

 

施策１   産学官連携の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

工業会が実施する産官

交流会と連携し、企業と

行政の共創について理解

を深めてきました。商工

会との連携による創業塾

を開催し、受講者のフォ

ローアップと新規創業者

の育成、伴走型での支援

を実施してきました。 

 企業、大学などの研究

機関と連携し、産業の活

性化や地域課題の解決に

向けたまちづくり活動が

展開されています。 

 

●企業、大学などとの産

学官連携および異業種

連携の機会創出 

 

 

施策１ 



 

重 要 な 

政策テーマ 産学官連携 

７.産官学金労言士によるまちづくりの推進 
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施策１   産官学金労言士の連携による地域活性化  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

「健康状態の可視化の

仕組み」、「運動」と「食」

に強みを持つ企業、大学

と連携協定を締結し、取

組を行ってきました。 

 企業、大学などの研究

機関に加え金融機関（資

金調達）、ハローワーク

（労働力確保）、メディア

（広報・プロモーショ

ン）、士業（経営・法務）

と連携し、それぞれの得

意分野を生かした強力な

体制が整備されていま

す。 

 

●産官学金労言士の連携

体制の構築 

 

 

施策１   社会実験・先導的モデルの実施  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

公共交通に関する課題

においては、デマンドタ

クシーの実証実験などを

行ってきました。 

 企業、大学などとの連

携により、公共交通など

の地域課題を解決するた

めの社会実験や先導的モ

デル事業が展開され、地

域が活性化されていま

す。  

●地域課題の解決に向け

た社会実験の実施 

 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ 産学官連携 

８.道路網・河川の整備 
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施策１   幹線道路の整備と管理  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

国道１号などの高規格

道路の整備により、市内

の交通が大きく変化して

おり、安全で快適な交通

体系確立に向けて滋賀県

道路整備アクションプロ

グラムとの整合を図りな

がら市道路整備計画を推

進してきました。 

橋梁長寿命化修繕計画

に基づく５年サイクルで

の定期点検実施により、

維持管理を推進してきま

した。 

 湖南市全体の体系的か

つ将来を見据えた道路ネ

ットワークの形成に向

け、計画的に幹線道路の

整備が進められていま

す。橋りょうの定期点検

と長寿命化修繕が計画的

に進められ、ライフサイ

クルコストの縮減や安全

性が確保されています。 
 

●湖南市道路整備計画の

着実な推進 

●高規格道路を生かした

地域幹線道路の整備促

進 

●交通渋滞、野洲川によ

る地域分断の解消など

に向けた道路整備を促

進 

●橋りょうの安全性確保

と長寿命化を目的とし

た維持管理 

 

 

施策１   生活道路・水路の整備と管理  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

生活道路では、幹線道

路の慢性的な渋滞などに

より通過車両が進入して

くることから、渋滞緩和

対策と併せて生活者主体

の道路として安全性に優

れた道路整備を推進して

きました。 

 身近な生活道路の渋滞

緩和対策と併せて安全

性、利便性が確保されて

います。 

 

●地域の実情に応じた市

道の整備・改良 

●生活道路の安全性、利

便性の確保 

●道路や交通結節点にお

けるユニバーサルデザ

イン化 

●地域住民との協働によ

る維持管理 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

８.道路網・河川の整備 
 

● 100 ● 

第３章 

 

施策１   河川の整備  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

国・県に対し野洲川の

国直轄化の要望活動を行

いました。また、野洲川の

浚渫（しゅんせつ）工事

は、県が計画的に実施し

ています。 

落合川・大砂川の天井

川の平地化を県に要望し

ており、落合川は平地化

が事業化される見通しで

す。 

 国・県と連携し、未整備

箇所の整備が着実に進

み、災害リスクが低減し

ています。 

 

●国・県への的確な要望

活動による一級河川野

洲川の整備促進 

●天井川や普通河川の水

害未然防止のため適切

な改修整備 

 

 

 

施策３ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

９.農林業の復興 
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施策１   農業の基盤整備と多面的機能の理解促進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

湖南市の農業振興地域

においては、区画の整っ

た優良な田園風景が形成

されており、世代をつな

ぐ農村まるごと保全向上

対策をはじめとする農地

の有する多面的機能の発

揮に向けた取組を推進し

てきました。 

 生産基盤の長寿命化、

計画的な修繕が行われ、

担い手農家による魅力あ

る農業が展開されていま

す。 

農業・農村が有する水

災害防止や環境調節など

の公益的機能への理解が

広がり、優良な農地が保

全されています。 

 

●生産基盤の整備および

維持管理 

●自然と共生する魅力あ

る農業の推進 

●地域農業の担い手の育

成支援 

●農業の有する多面的機

能の維持に関する支援 

 

 

施策１   多様な農業の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

効率的かつ安定的な農

業生産と収益性のある経

営を進めるため、地域の

農業を担う経営体として

の農家への農地の集積お

よび集約、集落営農の法

人化を推進してきまし

た。 

 地域農業を担う経営体

への農地の集約が進むと

ともに、生産コストの低

減が図られ農業経営の基

盤が強化されています。 

特産品のブランド力向

上や農福連携が進むなど

農業の持続可能性が高ま

っています。  

●土地利用調整、優良農

地の集積、営農活動の

協業化など複合生産体

制の確立 

●農業経営体の経営安定

および発展支援 

●中間管理事業による担

い手への農地利用の集

積の推進 

●市内農業関連資源の連

携促進と多様な農業ビ

ジネス創出支援 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

９.農林業の復興 
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施策１   みらい公園湖南の利用促進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

「ここぴあ」および「Ｈ

ＡＴ」において市内産品

の直売や収穫体験事業、

各種イベントなどを実施

し、市内産品の購入や人

と人の交流の機会を創出

してきました。 

 市内農業者による「こ

こぴあ」の活用機会が増

加し、「ここぴあ」を核に

市内農業の連携が活発化

しています。また、「ＨＡ

Ｔ」での飲食やイベント、

体験を通じて湖南市の魅

力が地域内外に発信され

ています。 
 

●体験型農園の活用と市

内農業関連資源の連携

による地域農業への関

心促進 

●市内農業関連資源の連

携による特色ある商品

の開発支援・情報発信

の促進 

●地産地消の推進 

 

 

施策１   林業の振興  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

湖南市が管理する林道

の補修や復旧などの必要

な維持・改修を行って森

林環境譲与税を活用し、

地域団体や施設森林組合

への支援を実施してきま

した。県や施設森林組合

と連携しながら、計画的

に間伐・造林を進めてき

ました。 

琵琶湖森林づくりパー

トナー協定を締結し、企

業の従業員などと地元森

林所有者が協働で森林整

備を進めてきました。 

 さまざまな形で森林に

関心を持ち、関わる市民

や企業が増加し、森林資

源の有効活用が進んでい

ます。林道の補修や森林

境界の明確化など林業振

興の基本的な条件が整

い、林業の担い手の確保・

育成、森林の集約化が進

んでいます。 

 

●林道の適切な維持管理 

●林業の担い手の確保・

支援 

●公共施設への地域材の

活用および周知 

●カーボンニュートラル

などの多角的な林業振

興施策の展開 

●放置林対策として森林

境界の明確化 

●森林レクリエーション

の振興 

●琵琶湖森林づくりパー

トナー協定の推進 

 

施策３ 

施策４ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

10.工業の振興 
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施策１   魅力ある工業の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

湖南市の工業は、名神

高速道路の開通以来、県

下最大級の湖南工業団地

を中心に企業が進出し地

域経済を支えています。

また、湖南市商工会、湖南

工業団地協会、湖南市工

業会などの各種関係機関

との連携のもと、多様化

する消費動向に対応した

ものづくりを支援してき

ました。 

 産学官の幅広い連携の

もと、新商品開発・新技術

開発・環境対応が進み、競

争力のある成長産業が育

成されています。 

 

●各種関係機関・各企業

との連携強化 

●工業振興支援の充実 

●新たな産業団地などの

計画の推進 

●環境マネジメントシス

テムの認証取得への情

報提供と支援 

●環境調和型産業の育成

支援 

●景観形成や緑地の確保

への支援 

 

 

施策１   ものづくり産業の人財確保  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

栗東湖南ＩＣや国道１

号開通による道路網の充

実などのポテンシャルに

企業の注目が高まってお

り、新たな産業用地の確

保などを進めています。 

 魅力的な職場、安定し

た雇用構造が構築され、

企業が求める優秀な人財

が育成・確保されていま

す。 

 

●人財育成・雇用の確保

支援 

 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

11.商業の振興 
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施策１   魅力ある商業の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

既存の商店街や新規参

入した大型店舗など、そ

れぞれ商業形態の特性を

踏まえ、湖南市商工会な

どの関係団体と連携して

「こなん商品券」を発行

し、地域内循環を図るな

ど、商業の振興に取り組

んできました。 

 地域、商業者、関係機関

との協働により、専門性

と個性あふれる魅力ある

商業振興を構想・計画し、

市民にとって便利で快適

な買い物環境が提供され

ています。 

 

●地域性に応じた土地利

用の誘導 

●商業・サービス機能の

集積・充実 

●地元商業団体との連

携・支援 

●地域商品券や電子マネ

ーポイントなどによる

地域振興の推進 

 

 

施策１   地域特性を生かした賑わいづくり  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

小規模事業者への助成

金などの申請支援や商店

街組織への支援を行って

きました。ふるさと納税

制度を活用した販路開拓

を推進してきました。 

 関係者主体による支援

体制によって若者のチャ

レンジや創業しやすい環

境が整い、新規参入する

事業者が増加し、大型店

と共存を図りながら既存

商店街が活気づいていま

す。 
 

●地域特性を生かした商

店街や沿道まちづくり

への支援 

●小規模事業者持続化お

よび新規創業事業者へ

の支援 

●事業承継、人財育成の

支援 

●空き店舗や空き家の商

業利用の推進 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ  
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施策１   買い物弱者対策の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

高齢化が進む中、交通

手段の確保とともに、身

近な地域の商店街の振興

を図り、地域の買い物の

利便性の確保を図ってき

ました。 

 商店街や商業者と連携

し、移動販売や移動支援

の取組が増え、買い物に

関する利便性が確保され

ています。 

 

●事業者との連携による

買い物しやすい環境づ

くり 

 

 

施策３ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

12.観光の振興 
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施策１   地域資源を生かした観光・交流の創出  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

湖南市には、国宝の建

造物を持つ湖南三山をは

じめとする数多くの歴史

文化遺産や「平松のウツ

クシマツ自生地」などの

自然遺産、各種のイベン

トや伝統工芸など、多彩

な観光資源があります。

三大まつりへの参画、イ

ンバウンド向けに京都の

宿泊施設などに設置する

多言語版の観光パンフレ

ットを作成し、誘客を推

進してきました。 

 市民・事業者などが積

極的に観光産業に関わ

り、市内外へ魅力を推奨

したくなる仕組みが整う

ことで、各観光資源など

に関わる人が増加し、観

光客の滞在時間および観

光収入が増加していま

す。 

 

●市民、地域、関係団体と

の協働による観光資源

の発掘、イベントの推

進 

●体験型観光の推進 

●官民連携による宿泊施

設の充実 

●観光ボランティアなど

の観光資源に関わる人

財の育成 

●特産品・地場産品振興

の推進 

●伝統工芸の復興支援 

 

 

施策１   観光情報の一元化・情報発信の促進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

観光協会が主体とな

り、イベントや四季など

に応じた観光パンフレッ

トの作成やホームペー

ジ・ＳＮＳ・観光アプリを

通して、情報発信を行っ

てきました。また、都市圏

の情報発信拠点でのパン

フレットの設置や特産品

販売を行ってきました。 

 観光情報の情報発信媒

体が一元化されており、

多様な手法を用いた効果

的なシティセールス活動

が行われ、観光地として

の認知度が広がっていま

す。 

 

●観光情報の一元化 

●公共施設や各団体と連

携した地域固有の観光

情報発信の強化 

●ホームページ・ＳＮＳ・ア

プリなどインターネット

媒体の積極的な活用 

●外国人観光客受入れの

ための情報環境の整備 

●市内および都市圏の観光

情報の発信拠点の活用 

●市内で開催されるイベン

トなどの情報発信支援 
 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ  
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施策１   観光ルートの整備  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

観光協会が主体とな

り、観光客の受入れ態勢

の充実のため、地域や観

光協会などとの協働で観

光資源の周辺環境の整備

を進めてきました。市内

全域を観光地としたモデ

ルコースの設定、観光案

内看板の整備とともに、

ハイキングマップなどを

作成し、観光案内施設な

どに配置してきました。 

 観光地の動線や世代を

意識した見どころなどを

分析し、多様な観光客そ

れぞれの目線に合わせた

観光ルートが設定され、

観光客の満足度が高まっ

ています。 

 

●十二坊温泉ゆらら、湖

南三山を核とした歴史

文化遺産をつなぐ観光

モデルコースの整備 

●市内３駅を中心とした

観光アクセスの充実 

●広域観光の連携体制の

強化 

 

 

 

施策３ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

13.雇用の促進と勤労者福祉の充実 
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第３章 

 

施策１   就労支援・人財確保の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

情報サイト「企業ガイ

ド」や情報冊子により、市

内のものづくり産業を知

る機会を増やすととも

に、企業説明会を甲賀市

と合同で行い、就職の機

会を提供してきました。

また、求職者の資格取得

支援により就労を推進し

てきました。 

 市内の求職者に対する

市内の企業情報の提供や

合同企業説明会の開催な

どにより、求職者と求人

企業のマッチングが円滑

に行われています。 

 

●市内企業の情報発信の

支援 

●合同企業説明会の開催 

●企業と教育機関のマッ

チング支援 

●キャリア教育や資格取

得の支援 

 

 

施策１   多様な働き方の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

少子高齢化に伴う生産

年齢人口の減少が進む

中、働く人がそれぞれの

事情に応じた多様な働き

方を選択できるよう、ビ

ジネススキルアップの講

座の開催や専門機関によ

る研修の情報提供などを

通じて、就業につながる

支援を実施してきまし

た。 

 ライフステージに応じ

た多様な働き方を選択す

ることができ、働き方改

革の推進によるワーク・

ライフ・バランスが実現

しています。 

 

●子育て中の求職活動の

支援 

●働き方改革の推進 

●テレワークのためのＩ

ＣＴ環境の整備 

●高齢者や外国人の就労

支援、技能の活用 

●障がい者就労情報セン

ターによる支援強化 

 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ  
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施策１   勤労者福祉の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

勤労者福祉施設を中心

に、市民や勤労者の交流

を促進するとともに、サ

ークル活動の場所の提供

や教養講座などを開催し

てきました。また、中小企

業に対しては、「一般社団

法人 甲賀湖南中小企業

福利サービスセンター」

が福利厚生を支援してき

ました。 

 働く人の福利厚生の充

実、快適な労働環境が整

い、社会参画、青少年の健

全な育成、女性の自立お

よび労働生産性の向上に

つながっています。 

 

●福利厚生事業、労働環

境整備の推進 

施策３ 
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第４章 こどもが主役の、生涯健康で安心に暮らせるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

～湖南市みらいものがたり Episode４～ 

 

「ここなら安心して子育てができそう」──５年前、拓也（たくや）はそんな期待を

胸に、妻の美咲（みさき）と義母の澄江（すみえ）とともに、湖南市へ移り住んでき

た。 

きっかけは、湖南市が「発達支援システムなど福祉の先進地で、地域の人たちが

親身になってくれるまち」と評判になっていたから。実際に息子の陽翔（はると）が

生まれたとき、産後ケアの保健師さんがまるで家族のように寄り添ってくれたのを、

拓也たちは忘れられずにいる。 

湖南市では、ＳＮＳで「市民笑顔率世界一！」なんて言われるほど評判が広まり、

移住してくる家族が増えている。拓也たちも、陽翔を連れて「こなんこども広場」で

同年代のママ・パパたちとの交流を楽しんでいる。ここでは月に一度、保健師や栄

養士による相談会が開かれ、子育ての悩みを気軽に話せるという安心の場になっ

ている。 

澄江も、近所の人に誘われ「まんまる」という地域サロンで、おしゃべりを楽しみ

交流の輪を広げている。 
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ほっとする暮らしをつくろう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

―10 年後 

陽翔は小学５年生になった。助手席に座って窓の景色を見ながら、「ボク、将来建

築士になろっかなー！」とキラキラ目を輝かせる。見える建物を指さしながら、「あの

建物かっこいい！」と未来への夢を膨らませている。澄江も相変わらず元気いっぱ

い。「まんまる」で手芸講座を開きながら、仲間との交流をいきがいにしている。拓

也も空いた時間を活用して、ボランティア活動に参加するようになった。 

拓也も、美咲も、澄江も、陽翔も──だれもが夢を語り、だれかに支えられ、心と

時間にゆとりを持って暮らせる。このまちには、そんな温かな“つながり”と、実感で

きる安心がある。 

 

※この物語は、第三次湖南市総合計画ワークショップの“みんなでつくる将来のまちの姿”をモチーフに描いた物語です。 

実在の人物や団体などとは関係ありません。 
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第４章 

 

施策１   安心できる出産とこどもの成長への支援  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

妊婦や産婦・保護者と

出会う機会では、相手の

話を傾聴し、不安軽減を

図り、保護者らとこども

たちが健康に過ごせるよ

う取り組んできました。 

また、妊婦のための支

援給付金やこなんママパ

パ子育て応援クーポン券

交付事業で、経済的負担

の軽減を図ってきまし

た。 

 保護者とこどもたちの

健康を保持するための支

援とともに、こどもが健

やかに成長できるよう切

れ目のない支援が行わ

れ、乳幼児期から望まし

い生活習慣が定着してい

ます。 

さまざまな給付金や助

成金制度があり、経済的

にも安心してこどもを産

み育てられるようになっ

ています。 

 

●保護者とこどもたちの

健康保持・増進、疾病の

予防・早期発見への支

援の充実 

●健診など助成制度の充

実 

●発達段階に応じた生活

習慣の指導・情報提供

の推進 

 

 

 

施策１   地域の支えあいによる支援の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

つどいの広場事業で相

談や支援、保護者の情報

交換の場を提供し、子育

て支援講座も行ってきま

した。 

こども食堂や夏休みの

こども居場所事業などの

活動を支援してきまし

た。 

 

 地域全体で子育てを支

える環境が整い、こども

たちが健やかに育ち、子

育て家庭が安心して暮ら

しています。 

地域の中に、小学生か

ら高校生まで幅広い年代

のこどもや若者の居場所

があります。 

  

●子育てを支援する地域

の担い手育成やボラン

ティアなどの自主的な

活動の支援 

●地域全体での子育て支

援機能の強化 

●地域が中心となったこ

どもの居場所づくりの

支援およびこどもの居

場所ネットワークの構

築 

●地域の自主的な子育て

支援活動の交流・連携

による子育て応援ネッ

トワークの構築 

 

重 要 な 

政策テーマ こどもまんなか 

１.子育て環境の充実 

施策１ 

施策２ 
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施策１   保育サービスの充実・就学前教育の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

市内の保育士などの資

質向上を図るため、保育

士キャリアアップ事業や

保育士研修を実施してき

ました。 

医療機関と連携して病

児・病後児保育室を運営

してきました。 

 

 園および学校が連携

し、こどもの安全と質の

高い保育サービスが提供

され、保育ニーズの把握

や広域連携により、市民

の利便性が向上していま

す。 

 

●質の高い教育・保育サ

ービスの提供 

●園・学校との連携によ

る就学前教育の充実 

●関係機関と連携した病

児・病後児保育の推進 

●豊かな心を育む保育の

推進 

●施設・設備・遊具の整備

および安心・安全な環

境整備 

●家庭支援推進保育事業

による人権・同和保育

の推進 

●教育・保育の一体的な

提供のための認定こど

も園の普及 

 

 

施策１   学童保育の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

小学校区ごとに公設民

営、民設民営の学童保育

所が設置、運営されてき

ました。 

 利用者の多様化したニ

ーズに即して柔軟な運営

が行われ、施設の機能強

化や指導員の確保・資質

向上により、児童が安全

かつ安心して過ごせる環

境が整っています。  

●運営体制の整備や受入

れ態勢の充実 

●学校施設などを活用し

た受け皿の確保・環境

整備 

●指導員の指導力・資質

向上の推進 

施策３ 

施策４ 

 

重 要 な 

政策テーマ こどもまんなか 

１.子育て環境の充実 
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第４章 

 

施策１   「楽しくて力のつく湖南市教育」の実現  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

社会の変化、こどもの

生活の変容に配慮し、各

学校や園で特色ある教育

活動を行ってきました。

また、「湖南市子どもの学

びづくりプロジェクト」

の実践により、こどもの

学力保障を支えてきまし

た。 

家庭学習や自主学習の

習慣の確立が必要な児童

に対し、放課後に居場所

や学ぶ場所を提供するた

め「らくらく勉強会」を運

営してきました。 

 市内全ての学校で「子

どもの学びづくりプロジ

ェクト」が展開され、地域

と学校が連携し、放課後

の居場所が確保されてい

ます。 

 

●発達段階に応じた経験

や活動、異年齢間の交

流促進 

●健やかな心身と豊かな

人間性、生きる力の育

成 

●「子どもの学びづくり

プロジェクト」の実践 

●教職員の専門性の向

上、若手・中堅教員の資

質の向上に向けた取組

の推進 

●家庭学習支援システム

の構築 

 

 

施策１   教育環境の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

バリアフリー化やユニ

バーサルデザインを推進

し、トイレの洋式化など

学校施設の機能向上を図

ってきました。 

１人１台端末の整備と

同時に安定的なネットワ

ーク環境の実現に向け

て、校内ＬＡＮを構築す

るなど、ＩＣＴ教育の充

実に向けた取組を進めて

きました。 

食育を推進し、園・学校

へ安心・安全な給食を提

供してきました。 

 校舎など施設の老朽化

対策、安全確保などを実

施し、安心して学ぶこと

ができる環境となってい

ます。 

個別最適な学びと協働

的な学びの一体的な充実

が図られています。 

 

●安心・安全な施設環境

の提供 

●１人１台端末環境の充

実 

●食育の推進と安心で栄

養バランスの取れた給

食の提供支援活動の交

流・連携による子育て

応援ネットワークの構

築 

 

 

重 要 な 

政策テーマ こどもまんなか 

２.教育環境の充実 

施策１ 

施策２ 

 

重 要 な 

政策テーマ こどもまんなか 

２.教育環境の充実 
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施策１   外国人児童生徒への日本語教育支援の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

学校に通訳や母語支援

員を配置するとともに、

夏季休業中は教職員や通

訳、ボランティアと連携

して学習支援を行ってき

ました。 

外国人児童生徒の就

学・居住実態を把握し、保

護者に対し制度やサービ

スについての適正な情報

提供をしてきました。 

 通訳や母語支援員の配

置、支援体制の充実によ

り、外国人児童生徒はき

め細かな支援を受けてい

ます。 

学校や国際協会などの

関係機関が連携すること

で、外国人児童生徒が学

校生活に適応し、日本の

こどもたちとともに成長

しています。 

 

●日本語教室の充実 

●日本語初期指導教室の

有効活用など支援の充

実 

●通訳、母語支援員や翻

訳機器の配置の充実 

●学習支援や相談の場と

しての子育て支援事業

の充実 

●実態調査の実施による

適切な情報提供 

 

 

施策１   児童生徒への支援・相談体制の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

こどもの問題行動や行

き渋り・不登校に対して、

巡回相談の活用やスクー

ルソーシャルワーカーの

配置、湖南市教育相談室

との連携などにより、き

め細かに対応してきまし

た。 

 

 複雑な要因によって起

こる問題行動、虐待件数

の増加など、児童生徒の

さまざまな問題・課題に

対して学校や関係機関に

よる一人一人のケースに

応じた適切な支援や相談

対応が実施されていま

す。  

●一人一人のケースに応

じたきめ細かな相談・

指導体制の充実 

●巡回相談による早期相

談と湖南市教育相談室

による相談対応の充実 

●スクールソーシャルワ

ーカーの配置による支

援の充実 

●こども家庭センター、

園・学校などでの相談

体制の充実、関係機関

との連携強化 

施策３ 

施策４ 
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第４章 

 

施策１   家庭・地域との連携と協働  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

小中学校全てに設置し

ている学校運営協議会や

地域学校協働本部との連

携のもと、家庭や地域の

協働と参画による地域の

特色を生かした新しい公

共型の学校づくりや教育

活動に取り組んできまし

た。 

 

 学校運営協議会や地域

学校協働本部の熟議の質

が高まり、協働と参画に

よる地域の特色を生かし

た教育活動が展開されて

います。 

 

●学校や園への地域住民

の参画による開かれた

環境づくり 

●全小中学校へのコミュ

ニティスクール導入に

向けた体制の確立 

●学校内・周辺のパトロ

ールなどの強化 

●通報機器や防犯用具な

どの整備や充実 

●児童生徒への安全教育

の充実 

●地域ぐるみの支援体制

の推進 

●家庭・地域・学校・関係

機関の連携体制による

非行防止活動の推進 

●青少年育成団体の活動

支援 

●ＳＮＳなどの情報犯罪

防止活動の推進 

●有害図書などの販売の

指導 

施策５ 

 

重 要 な 

政策テーマ こどもまんなか 

２.教育環境の充実 
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施策１   こどもの遊び場の整備  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

市民の意向や公園の状

況を踏まえ、湖南市公園

などストック再編基本計

画を策定し、今後の公園

の再編方針を示してお

り、こどもが安全に遊ぶ

ことができる公園・広場

の整備を進めてきまし

た。 

 さまざまな遊びを体験

し、保護者同士の交流や

相談の場となる遊び場が

身近にあります。 

天候に左右されず遊び

や体験の機会を確保で

き、こどもや子育て当事

者の目線に立った包摂的

な遊び場があります。 

 

●身近な遊び場の確保 

●全天候型遊び場施設の

整備 

 

 

施策１   児童虐待防止への取組の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

児童虐待については、

湖南市要保護児童対策地

域協議会で支援の方向性

を確認してきました。毎

年11月の児童虐待防止推

進月間には広報や街頭啓

発を実施してきました。 

 

 虐待の予防や早期発見

ができるよう、主任児童

委員や周辺住民、関係機

関の連携による見守り体

制が整っています。 

 

●市民への啓発や関係機

関との連携による虐待

の早期発見の促進 

●育児の孤立化防止のた

めの相談体制や訪問お

よび交流事業による虐

待予防の推進 

●虐待をした保護者への

指導と、虐待を受けた

児童の保護体制の充実 

●周辺住民や関係機関へ

の早期通告の啓発 

 

 

重 要 な 

政策テーマ こどもまんなか 

３.子育て世代、若い世代への支援 

施策１ 

施策２ 
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第４章 

 

施策１   経済的負担の軽減とひとり親家庭への支援  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

経済的に困窮する子育

て世帯に対して、就学援

助費の支給や奨学資金を

給付し、ひとり親家庭に

対しては、経済的な支援

と就業支援とともに相

談・情報提供体制を整え

てきました。 

 学校をはじめ関係機関

と連携することで、必要

な人に支援が届き、ひと

り親家庭の経済的負担の

解消に向けて、自立に向

けた支援など多方面から

サポートしています。 

 

●保育・教育・医療などの

助成制度の充実 

●教育の助成制度の充実 

●個別の事情に配慮した

支援の充実・強化 

 

施策３ 

 

重 要 な 

政策テーマ こどもまんなか 

３.子育て世代、若い世代への支援 



 

● 119 ● 

第
１
章 

 

小
規
模
多
機
能
自
治
の 

ま
ち
づ
く
り 

第
６
章 

 

効
率
的
・
効
果
的
な 

行
財
政
シ
ス
テ
ム
と
人
づ
く
り 

第
５
章 
 

市
民
文
化
を
築
き
、
育
み
、 

伝
え
る
ま
ち
づ
く
り 

第
４
章 

 

こ
ど
も
が
主
役
の
、
生
涯
健
康
で 

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

第
２
章 

 

自
然
を
生
か
し
、 

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り 

第
３
章 

 

人
と
産
業
が
集
い
、 

公
共
交
通
で
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り 

 

施策１   発達支援システムの充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

支援の必要な人に対し

乳幼児期から学齢期、就

労期まで、保健・福祉・医

療・教育および就労の関

係機関が連携して支援を

行う「湖南市発達支援シ

ステム」により、継続的な

支援を推進してきまし

た。 

巡回相談員が保幼こど

も園と小中学校に出向

き、保育・授業を参観し、

障がいのあるこどもへの

適切な配慮や支援につい

ての相談・検討・研修を行

ってきました。 

 保護者などが発達障が

いの特性を理解し、必要

な知識や方法を身に付

け、適切な対応ができる

支援体制が充実していま

す。 

自立した生活に向けた

支援が必要なケースにも

対応できるよう「発達支

援システム」が充実して

います。 

 

 

●研修機会の充実による

教職員・保育士などの

発達特性への理解促進

と資質向上 

●家庭・校園・児童発達支

援センター・こども家

庭総合センターなど関

係機関との連携強化 

●発達障がいに対する正

しい理解の啓発と研修

の実施、湖南市発達支

援システムの普及 

 

 

施策１   特別支援教育の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

「湖南市発達支援シス

テム」の一環として特別

支援教育の推進体制を強

化しつつ、個別ケースへ

の対応や教育的ニーズの

把握、個別の指導計画や

個別の教育支援計画の作

成・実践・評価をもとに支

援を行ってきました。 

 サービス調整会議や個

別ケース会議、ＩＴネッ

トワーク「ＫＩＤＳ」の活

用などにより関係機関と

の連携を強化し、不登校

の未然防止や合理的配慮

の視点に立った個別の指

導計画・個別の教育支援

計画の作成・活用の充実

を図っています。 

 

 

●関係機関との連携によ
る「湖南市発達支援シ
ステム」を活用した効
果的・継続的な支援 

●専門家による巡回相談
の活用と職員研修の充
実 

●湖南市教育相談室やこ
とばの教室における取
組の充実 

●関係機関や学校・園と
の連携による就学支援
の充実 

●包摂的な教育システム
の構築 

施策１ 

 

重 要 な 

政策テーマ こどもまんなか 

４.発達支援システム・特別支援教育の推進 

施策２ 
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第４章 

 

施策１   多様な居場所・学びの場の確保  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

こどもたちの放課後の

居場所として「放課後等

デイサービス」の運営に

より、学校教育と相まっ

て障がいのあるこどもの

自立を促進してきまし

た。また、放課後や休日の

居場所のひとつとして、

日中一時支援事業も行っ

てきました。 

 こどもにとって安心し

て過ごすことのできる居

場所、学ぶことのできる

場所が確保されていま

す。 

 

●安心して過ごすことの

できる居場所づくり 

 

 

 

施策３ 

 

重 要 な 

政策テーマ こどもまんなか 

４.発達支援システム・特別支援教育の推進 
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施策１   地域ネットワーク体制の確立  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

いつまでも住み慣れた

地域で自分らしい暮らし

を続けることができるよ

う、地域の見守りや支援

ができる地域体制の整

備、支えあいを推進して

きました。また、重層的支

援体制の整備にも取り組

んできました。 

 高齢者の見守りや支援

ができる地域のネットワ

ーク体制が整っていま

す。 

 

●地域包括ケアシステム

の構築の推進 

●市民・地域・行政の協働

による見守りや支援が

できる地域体制の整備 

●高齢者の権利擁護や虐

待防止ネットワークの

構築 

 

 

施策１   生きがい支援の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

高齢者が孤立すること

なく、身近なところで気

軽に集い、交流できる自

主活動支援や各種教室な

どを実施してきました。 

 

 高齢者の社会参加が、

社会活動のステージごと

に途切れることなく継続

しています。また、世代間

交流が活発化し、相互理

解、人格形成や生きがい

などが創出されていま

す。 
 

●生きがいづくりの輪を

広げる地域福祉の推進 

●高齢者や多世代が参加

しやすい事業の促進 

●高齢者の経験・得意分

野を生かし活躍できる

地域づくりの推進 

●地域リーダーの育成の

推進 

施策１ 

施策２ 

 

重 要 な 

政策テーマ 健康福祉 

５.高齢者福祉の充実 
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第４章 

 

施策１   介護予防の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

運動の場だけでなくコ

ミュニケーションや地域

参画として重要な場であ

る安心応援ハウスなど、

身近な地域での交流活動

に取り組んできました。 

 介護予防の取組が検証

され、圏域ごとにより効

果的な介護予防の推進や

自立支援のための体制が

整っています。また、地域

ボランティアなどを活用

した高齢者福祉事業が充

実しています。 

 

●フレイル予防などの早

期対応も含めた健康講

座などによる啓発活動

の推進 

●地域包括支援センター

の体制強化 

●高齢者が継続的に取り

組むための手軽で身近

な介護予防事業の充実 

●生活支援を必要とする

高齢者や介護者に対す

るサービスの整備 

●予防給付などによる要

支援者の生活機能向上 

 

 

施策１   介護サービスの充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

住み慣れた地域での生

活を継続できるよう湖南

市高齢者福祉計画・介護

保険事業計画に基づき、

多様なニーズに合った介

護サービスを提供してき

ました。 

 

 認知症高齢者を地域で

支えるために、市民の認

知症への正しい理解が進

んでいます。また、介護サ

ービスの充実のため、地

域密着型サービスなどの

介護サービス、住民主体

のサービスの充足や担い

手の確保が進んでいま

す。 
 

●多様なニーズに合った

介護サービスの充実 

●介護支援専門員の資質

の向上などケアマネジ

メントの強化 

●介護サービス事業所の

質の向上、評価システ

ムの充実 

●認知症の相談サービ

ス・啓発活動・交流の場

の充実 

●地域全体で認知症への

理解を深めていく取組

の強化 

施策３ 

施策４ 

 

重 要 な 

政策テーマ 健康福祉 

５.高齢者福祉の充実 
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施策１   生活支援サービスの充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

不足している計画相談

事業所の確保のため、共

同型で事業を行う計画相

談事業所の指定を進めて

きました。基幹相談支援

センターとの連携による

計画相談員の研修会を実

施し、資質向上を図って

きました。関係機関との

連携の上、必要なサービ

ス提供を行ってきまし

た。 

重度障がいのある人、

医療的ケアが必要な人に

は、より必要な支援が届

くように努めてきまし

た。 

 サービス提供事業所が

増え、地域で多様な暮ら

し方ができる支援体制が

整い、質の高いサービス

が提供されています。 

必要な支援をアセスメ

ントするための地域生活

支援拠点など事業（体験

の場確保事業）の利用が

進んでいます。  

●個別支援計画に基づく

適正なサービスの提供 

●グループホーム設置な

どに対する地域の理解

促進と住まいの場の確

保 

●高齢障がい者、重度心

身障がい者の日中活動

場所（通所事業）の確

保、充実 

●多様な事態に対応でき

るサービス提供体制の

構築 

 

 

施策１   安心して移動ができるまちづくり  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地域まちづくり協議会

などにおいて、高齢者の

移動手段として、住民が

担い手となった移動支援

が取り組まれてきまし

た。障がい福祉サービス

として、移動支援サービ

スの提供を行いました。 

 外出機会、外出場所、移

動手段などさまざまな場

面に応じた取組を官民協

働で実施し、「移動」に対

する不安を解消していま

す。 

ボランティアスタッ

フ、ＮＰＯなどの新たな

人財・事業所、制度などに

より、定期的な外出ニー

ズに対応しています。 

 

●移動支援事業のサービ

ス内容や新規事業所へ

の参入条件の拡充・支

援 

●福祉有償運送サービス

事業の利用促進 

●地域に根付いた障がい

のある人の移動支援の

充実 

 

 

 

重 要 な 

政策テーマ 健康福祉 

６.障がいのある人への生活支援サービスの充実 

施策１ 

施策２ 
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第４章 

 

施策１   情報提供・相談体制の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

手帳交付時に「障がい

福祉の手引き」により該

当する制度について説明

を行ってきました。サー

ビス調整会議の全体会や

各部会から、新たな情報

について当事者向けに発

信してきました。 

湖南市と事業者が連携

した相談支援を行ってき

ました。 

 身近なところで相談で

きる場所があり、公的サ

ービスなどの情報を便利

に入手できます。 

複合的な課題に対応す

るため、湖南市や関係機

関との連携に基づいた重

層的支援体制が構築され

ています。サービス調整

会議が、地域課題の把握

や問題解決に対して十分

に機能しています。 

 

●虐待防止の啓発・理解

促進 

●養護者や施設従事者に

対する虐待防止の啓発 

●専門機関などとの連携

強化のもと制度の啓

発、情報提供の充実 

●相談支援事業所、障が

いのある人の団体、行

政などが連携した相談

体制の充実 

 

施策１   障がいに対する理解の促進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

障がいのある人の人権

をテーマとした講座を開

催しており、人権まちづ

くり会議にて障がいのあ

る人の人権部会と連携し

て啓発を行ってきまし

た。 

重層的支援体制の整備

と合わせて相談支援事業

の見直しに取り組み、各

当事者団体への支援も継

続しながら、サロンなど

の自主活動への支援も行

ってきました。 

図書館と連携し、点訳

ボランティアや朗読ボラ

ンティアを育成してきま

した。 

 こどもの頃からの学習

や障がいのある人と交流

する機会の創出、アール・

ブリュット作品展示など

により、障がいのある人

に対する正しい知識が浸

透しています。 

 

●障がいのある人に対する

理解を深めるための機会

の充実 

●自立のための学習の場づ

くりやコミュニケーショ

ン支援・相談活動の充実 

●障がいのある人や独学の

作り手などの作品（アー

ル・ブリュット）による自

信付与（エンパワーメン

ト）および創作活動の支援 

●社会福祉協議会のボラン

ティアセンターを中心と

したボランティア活動へ

の支援 

●学校教育および社会教育

における交流やボランテ

ィア体験などの充実   

施策３ 

施策４ 

 

重 要 な 

政策テーマ 健康福祉 

６.障がいのある人への生活支援サービスの充実 
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施策１   就労への支援  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

甲賀地域障害児・者サ

ービス調整会議を中心

に、特別支援学校卒業生

にむけた福祉事業所の合

同説明会を実施しまし

た。 

ハローワーク甲賀の機

関「チャンスワークこな

ん」では、企業への障がい

のある人の雇用に対する

理解と雇用を促進してき

ました。 

就労に特化する個別支

援会議においては、「チャ

ンスワークこなん」や「働

き暮らし応援センター」

と連携しながら支援して

きました。 

 障がいのある人の適性

と能力に応じた雇用・就

労を推進するため、福祉

的就労支援事業所の充実

とともに、雇用先の企業

の裾野が広がっていま

す。 

「チャンスワークこな

ん」と連携した一般就労

移行時、また移行後のき

め細かな支援により、障

がいのある人の安定した

就労が継続できていま

す。 

 

●福祉的就労の場の確保 

●福祉的就労支援事業所

などに対する業務発注

や、製品の積極的購入・

活用の推進 

●福祉的就労を支える各

事業の充実と、より生

きがいに結び付く作業

の開拓 

●関係機関の連携強化に

よる就労への継続的な

支援 

●障がい者就労情報セン

ターなどの充実による

一般就労の促進 

●「チャンスワークこな

ん」の利用者の拡充 

 

 

施策１   生涯学習・文化芸術・スポーツ活動の場づくり  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地域においてその人ら

しい日常生活や、社会生

活を営むための相談支

援、創作活動・生産活動を

行う地域活動支援センタ

ー事業を実施してきまし

た。日中一時支援事業で

は、レスパイトや余暇活

動、交流の場としての居

場所の提供を行いまし

た。 

 事業所や人財の充実に

より、地域活動支援セン

ターの活動などが充実し

ており、気軽に参加でき

るスポーツ環境づくりな

どによって、スポーツ、レ

クリエーション活動など

を障がいの有無に関わら

ずともに楽しまれていま

す。 

 

●企業などとの連携によ

る活動・文化の場づく

りの推進 

●障がいのある人のスポ

ーツ団体との連携強化

とスポーツイベント支

援 

●外出支援や余暇支援の

ためのボランティア組

織やＮＰＯの育成・支

援 

施策５ 

施策６ 
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第４章 

 

施策１   健全な生活習慣の形成  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

第３次健康こなん21計

画に基づいて、健康寿命

の延伸と健康格差の縮小

をめざし、地区や分野ご

との健康課題に取り組ん

できました。 

 市民一人一人が自らの

健康の維持・増進に向け

主体的に取り組んでいま

す。また、多様な機関や団

体が連携し、地域全体で

の健康づくりに取り組

み、活動が充実していま

す。 

 

●市民の自主的な健康づ

くりの推進 

●「オールこなん」の取組

と連携による推進 

●食・運動などの正しい

生活習慣の啓発 

 

 

施策１   健康に関する正しい情報提供  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

ホームページ、広報な

どのあらゆる媒体を活用

した情報発信に加え、各

地域では健康だよりの回

覧やイベントを通じて健

康に関する啓発を行って

きました。 

 健康に関する知識や各

種感染症の流行状況など

の最新かつ正しい情報が

いつでも入手できるよう

になっており、気軽に健

康相談ができる体制が整

っています。 
 

●多様な情報媒体による

健康維持・増進および

各種感染症の流行状況

などの最新かつ正しい

情報の発信 

●各地域でのイベントに

よる定期的な啓発の推

進 

●悩みやストレスに関す

る相談窓口の整備 

 

重 要 な 

政策テーマ 健康福祉 

７.健康づくりの推進 

施策１ 

施策２ 
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施策１   疾病予防・早期発見の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

広報こなん、ホームペ

ージや個別通知などの手

段で予防接種などの情報

を発信してきました。 

市民が健（検）診を受け

やすい環境を整えるとと

もに、健（検）診後に要医

療者に対しては受診勧奨

や保健指導を行ってきま

した。 

 予防接種の有効性など

について正しい情報が普

及し、疾病の早期発見お

よび重症化予防につなが

る健康診断やがん検診、

保健指導を気軽に受ける

ことができます。 

 

●予防接種などの予防事

業の啓発・推進 

●医療機関との連携によ

る健康診査・検診体制

の整備 

●市民が受診しやすい環

境整備の推進 

●健（検）診後の要医療受

診勧奨や保健指導の実

施 

●各地域でのイベントに

よる定期的な啓発の推

進 

●悩みやストレスに関す

る相談窓口の整備 

 

 

施策３ 

 

重 要 な 

政策テーマ 健康福祉 

７.健康づくりの推進 
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第４章 

 

施策１   地域医療体制の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

公立甲賀病院や地域の

医療機関が連携し、安心

して医療が受けられる環

境を整備してきました。 

 

 市民が安心して医療サ

ービスを受けることがで

きる「かかりつけ医」につ

ながり、地域医療機関の

適切な役割分担と機能の

相互連携の推進による総

合的な医療体制が整って

います。 

 
 

●市外の高度医療機関を

含めた地域医療のネッ

トワーク化の推進 

●一次医療から三次医療

まで対応できる救急医

療体制の構築 

●大規模災害に対応でき

る広域災害救急医療体

制の整備 

●人権尊重の視点にたっ

た保健・医療の充実 

 

 

施策１   地域包括ケアシステムの拡充  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

医療と介護サービスが

連携し、在宅医療・在宅看

取りを行ってきました。 

 

 医療や介護、介護予防、

住まい、生活支援に加え

て、認知症施策など、さま

ざまな支援を切れ目なく

提供する体制（地域包括

ケアシステム）が整って

います。 
 

●在宅医療との機能連携

の強化 

●医療と介護の連携強化 

●在宅医療の充実 

●地域包括ケアシステム

の充実 

 

 

 

重 要 な 

政策テーマ 健康福祉 

８.医療環境の充実 

施策１ 

施策２ 
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施策１   多様な主体の参画の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

ボランティアセンター

ではボランティア育成事

業を実施するとともに、

コーディネーターを設置

してきました。 

 

 介護サービス事業所の

ほかＮＰＯ、協同組合、社

会福祉法人、ボランティ

アなどの市民や各種団体

などとの連携・協働によ

り、コミュニティと行政

の地域課題の解決に向け

た体制が整っています。 

 

●コーディネート機能に

よる支援活動の促進 

●情報共有と意見交換の

場の確保 

●連携・協力体制の整備 

 

 

施策１   多様な福祉サービスの提供と事業者などの確保・育成  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

事業所を超えた交流会

や研修会を実施すること

で、若手職員の人財定着・

育成を進めてきました。 

 人財確保と定着によ

り、ニーズに応じた福祉

サービスの提供体制が整

っています。 

 

●多様な福祉サービスの

提供と事業者の確保・

育成 

●福祉活動を行う人財や

関係団体の育成・支援 

 

 

施策１   人権の尊重とノーマライゼーションの理念の浸透  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

甲賀・湖南権利擁護支

援センターぱんじーを中

心とした権利擁護支援ネ

ットワークを構築し、地

域の中核的な機能を発揮

できるよう取り組んでき

ました。 

 個性や違いを認めあい

ながら地域社会に参加で

きる機会や交流の場があ

り、子育て中の家庭や障

がいのある人、高齢者が

安心して生活できる環境

となっています。 

 

●人権の大切さに気づく

学習と一人一人の尊厳

を大切にした交流の場

づくり 

●権利擁護の推進 

●地域総合センターでの

地域福祉事業の展開 

 

重 要 な 

政策テーマ 健康福祉 

９.持続可能な地域共生社会の実現 

施策１ 

施策２ 

施策３ 
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第４章 

 

施策１   ユニバーサルデザインのまちづくりの推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

だれもが住みたくなる

福祉のまちづくり条例に

よる新築などの申請時

に、全ての人の利用に配

慮された環境整備を指導

してきました。 

 高齢者や障がいのある

人など、だれもがさまざ

まな公共的な場所を安

心・安全かつ快適に利用

されています。 

 

●福祉のまちづくりに関

する条例などの周知 

●利用者の多い公共施

設、交通機関などのユ

ニバーサルデザイン化

の推進 

 

 

施策１   自立支援・相談体制の強化  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

自立支援の相談ととも

に、関係機関や地域の方

からの情報によるアウト

リーチも行ってきまし

た。 

生活に困難を抱えてい

る相談者の状況を的確に

把握し、支援プランの作

成、支援調整会議を開催

し、関係機関との連携に

より課題解決につなげて

きました。 

 相談支援体制が充実

し、複合的な課題を抱え

た市民に対しては伴走的

な支援が行われていま

す。相談者の自立につな

がる、一般就労に向けた

支援を行う就労準備支援

事業が実施されていま

す。  

●相談者の状況に合った

適切な助言やサービス

の提供 

●適切なサービス利用の

ための保健・医療・福祉

の連携強化 

●関係部署との連携によ

る生活支援 

●基礎能力の形成を図る

就労準備支援サービス

の提供 

 

施策４ 

施策５ 

 

重 要 な 

政策テーマ 健康福祉 

９.持続可能な地域共生社会の実現 
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施策１   生活困窮者への支援  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

複雑多岐に絡んだ困り

事を抱えている相談者に

対して、庁内および庁外

関係部署と連携し、継続

的な支援を行ってきまし

た。 

 関係機関が連携し、困

り事を抱えた相談者に対

して継続的な支援が実施

されています。支援につ

ながりにくい人が、適切

な相談窓口につながって

います。 

 

●専門職による自立のた

めの伴走的な支援の提

供 

●民生児童委員や地域支

えあい推進員などの関

係機関からの情報収集 

 

施策６ 
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第４章 

 

施策１   危機管理体制の整備  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

市民の生命・財産を守

るため、自然災害・異常気

象の頻発・大規模化、感染

症の流行など、経験した

ことがないさまざまな危

機の発生に対し、地域防

災計画などに基づき住

民・地域・行政が一体とな

った安心・安全なまちづ

くりを推進してきまし

た。 

 災害時などに対して、

円滑に対応することがで

きる総合的かつ全庁的な

危機管理体制が整ってい

ます。また、有事に備えた

危機管理体制の深化によ

り、必要に応じた応援協

定の締結が進んでいま

す。 
 

●地域防災計画による総

合防災の推進 

●国土強靭化地域計画に

基づく「起きてはいけ

ない最悪の事態」に備

えた体制の構築 

●業務継続計画、危機管

理マニュアルによる職

員体制の整備 

●より効果的な災害時応

援協定の拡充 

●危機管理システムのＤ

Ｘ化など危機管理体制

の充実 

 

 

施策１   防災体制の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

市民の防災意識の高揚

のため、甲賀広域消防・消

防団・ふるさと防災チー

ムなどと連携し、総合防

災訓練や地域での防災学

習などを実施してきまし

た。また、メール配信サー

ビスや防災行政無線など

を活用し、緊急情報を即

時に伝えてきました。 

 

 常時、防災体制や情報

伝達手段などの見直し・

再構築が行われ最適化さ

れています。 

個別避難計画の意義や

支援方法などについて、

地域住民など関係者の理

解が深まっており、災害

発生時に福祉避難所が機

能するよう、人員や物資

に関する体制が平常時か

ら整えています。 

 

●高度な情報伝達システ

ムの構築 

●甲賀広域消防との連携

による消防団・自主防

災組織などの地域防災

力の強化 

●避難行動要支援者の避

難支援体制の構築（地

域全体で支えあう防災

対策） 

 

施策１ 

施策２ 

 

重 要 な 

政策テーマ 防災減災 

10.危機管理体制の強化 
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施策１   防災施設の整備  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

危機への備えのため、

各小中学校・まちづくり

センターに防災倉庫を配

置し、資機材・食糧などの

備蓄とともに災害用井戸

の設置、防火水槽・消火栓

を整備してきました。 

また、災害対策の拠点

として東庁舎の新築建替

えによる整備を進めてい

ます。 

 災害発生時の対策本部

や避難施設となる拠点の

防災機能が整っていま

す。 

 

●各地域における防災拠

点の整備 

●防災用備蓄資機材・食

糧などの維持更新 

●防火水槽・消火栓の整

備 

●新庁舎整備事業の推進 

 

 

 

施策１   災害の未然防止  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

水害などによる人命へ

の影響を未然に防止する

ため、浚渫（しゅんせつ）

や護岸改修工事を実施す

るとともに、危険エリア

に関する周知・啓発を行

ってきました。 

 地域住民の命と財産を

守るための適切な治水対

策とともに、住民一人一

人が土砂災害から身を守

れるよう備えています。 

 
 

●治水・砂防事業などの

推進による危険箇所へ

の対策強化 

●土砂災害危険区域の地

域住民への啓発 

 

施策３ 

施策４ 

 

重 要 な 

政策テーマ 防災減災 

10.危機管理体制の強化 
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第４章 

 

施策１   防犯体制の強化  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

地域における防犯カメ

ラの設置を支援する「湖

南市安全なまちづくり自

主活動支援事業」を周知

し、設置を推奨してきま

した。 

 家庭や地域で防犯と安

全意識が高まり、全ての

人にとって安心・安全な

地域となっています。 

 

 

●市民、警察署、滋賀県防

犯協会などとの連携に

よる安心安全なまちづ

くりの推進 

●防犯対策の推進 

 

 

施策１   消費者市民社会の形成  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

消費者のトラブルや、

困り事について助言や斡

旋を行ってきました。ま

た、市公式 SNS やメール

配信、広報こなん、組回覧

にて最近の悪質事例の情

報提供や注意喚起を行っ

ており、学童保育所への

出前講座、小・中学生への

啓発冊子の配布も行って

きました。 

 市民への啓発活動など

により、消費者トラブル

や被害が減っています。 

 

 

●注意喚起を促すための

情報提供の充実 

●悪質商法対策の啓発の

充実 

 

 

重 要 な 

政策テーマ  

11.安全な地域づくりの推進 

施策１ 

施策２ 
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施策１   交通安全の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

交通安全対策を推進す

るため、交通事故発生ポ

イントなどでの交通安全

施設を整備してきまし

た。 

交通安全教室や各交通

安全運動、地域交通立番、

交通安全啓発パトロール

を実施してきました。 

交通安全プログラムに

基づいた児童などの通学

路の安全確保に努め、点

検および改善を行ってき

ました。 

 施設の点検や修繕が進

められ、交通安全施設の

劣化などによる事故誘発

が防止されています。 

高齢者には運転免許証

自主返納を推奨するとと

もに、高齢者向けの交通

安全教室の開催などによ

り、高齢者が関わる事故

が減っています。 

 

●地域との協働による危

険箇所の把握・精査、交

通安全施設の修繕・復

旧の促進 

●地域・団体・事業所など

との連携による交通安

全教室や街頭啓発の継

続的な推進 

●児童生徒の安全確保の

ための通学路の点検お

よび改善 

 

 

 

施策１   総合的獣害対策  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

甲賀地域獣害対策協議

会では罠の購入、獣害対

策に関する研修、狩猟免

許取得費の補助を行って

きました。 

 

 被害状況の見える化が

進み、防除方法の情報発

信、研修の機会の充実に

より、市民が主役となっ

て防除を行う体制が整っ

ています。 

関係機関と連携した啓

発を行われ、地域全体で

獣害に対する意識が高く

なっています。 

 

●地域全体での持続可能

な管理体制の構築 

●防除体制と被害状況把

握の強化 

●地域・関係機関と連携

した獣害対策 

 

 

 

 

施策３ 

施策４ 

 

重 要 な 

政策テーマ  

11.安全な地域づくりの推進 
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いきいきとした暮らしをつくろう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

～湖南市みらいものがたり Episode５～ 

 

「ただいまー」 

ピカピカの笑顔で玄関の扉を開けた高校生の紬（つむぎ）を、母の真紀はにっこ

りと優しく迎えた。「おかえり。今日は“みんなの居場所”に行ったんでしょ？ママ友

から聞いたよ」 

紬はうなずき、誇らしげに言った。「うん。友達の妹が来てて、勉強教えてあげた

よ」 

“みんなの居場所”は、地域のまちづくりセンターにある。赤ちゃんからお年寄りま

で、それぞれのライフスタイルに合わせてだれでも気軽に利用できるスペースだ。平

日の午後には、授業を終えた学生たちや休憩中の登下校パトロール隊でにぎわっ

ている。親世代、祖父母世代と交流することで視野が広がり、同世代や低年齢の子

と接することで思いやりが生まれる。そしてその循環はいきいきと暮らせるまちづくり

にもつながっていく。湖南市は一人一人がまちの主役になれる笑顔にあふれるまち

になっていく。 

※この物語は、第三次湖南市総合計画ワークショップの“みんなでつくる将来のまちの姿”をモチーフに描いた物語です。 

実在の人物や団体などとは関係ありません。 

 



 

重 要 な 

政策テーマ 地域協働 

１. 若者の社会参画の促進 
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第５章 第５章 

 

施策１   若者の社会参画の促進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

こなんＳＤＧｓカレッ

ジ生を中心に、まちづく

り活動の企画・運営に主

体的に関わることで、地

域の大人や同世代とのつ

ながりを深めてきまし

た。 

 

 多くの若者が参画した

いまちづくり活動と、学

校・地域との連携による

導線づくりにより、「青春

祭」や「二十歳のつどい」

をはじめ、さまざまな活

動に多くの若者が主体的

に参加しています。 

 

●多くの若者のまちづく

り活動への参画の促進 

●多くの若者が参画した

いまちづくり活動の充

実 

●学校・地域との連携に

よる参画の誘導 

 

 

施策１   地域を担う若者の人財育成  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

若者がまちの担い手と

して成長しています。ま

た、地域課題への取組や

さまざまな事業にも参画

する機会となっており、

湖南市が進める『小規模

多機能自治』の実践的な

一端を担っています。 

 まちづくり活動に参画

する多くの若者の中か

ら、地域リーダーが持続

的に育成されています。 

また、まちづくりや社

会教育を担う団体の中

で、若者が役割を持ち、若

者の意見を生かせる仕組

みづくりが整っていま

す。 

 

●まちづくり活動への参

画を通じた地域リーダ

ーとなる若者の育成 

●地域でのまちづくりや

社会教育活動への若者

の参加の促進 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ 
地 域 協 働

２. 人の輪が広がる場づくり 
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施策１   人の輪が広がる居場所づくり  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

６箇所のまちづくりセ

ンターと４箇所のコミュ

ニティセンターが各地域

に置かれ、地域のまちづ

くり活動などの拠点とな

ってきました。 

 

 地域の特色を生かした

学びの体験をきっかけに

人と人がつながり、地域

を支える人を育成する仕

組みづくりが整っていま

す。 

コミュニティ施設や公

園内のスペースが、人の

輪が広がる場として活用

されています。 

 

●人の輪が広がる場の確

保 

 

 

 

施策１   ふれあい・つながる地域学習環境の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

まちづくりセンターで

は、地域の主体性や自由

度の高い活動が可能とな

っています。 

小中学校に家庭教育支

援員を配置し、保護者対

象の講演会や学習会を開

催するなどの学習機会を

提供してきました。 

 まちづくりセンターで

は、学習拠点として必要

な人財情報や支援が充実

しています。 

 

 

●身近な学習拠点である

まちづくりセンターで

の生涯学習事業の支援 

●保護者などの家庭教育

に関する学習機会の提

供 

 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ 
生 涯 学 習 ・ 生 涯 ス ポ ー ツ

３. 生涯学習環境の充実、教育プログラムの充実 
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第５章 

 

施策１   生涯学習環境の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

家庭教育講座を開催し

てきました。湖南市のホ

ームページなどを活用

し、講座などの情報を発

信してきました。 

 だれもが参加しやす

く、地域に根ざした学び

や世代間交流を支える学

習環境が整っています。 

 

 

●地域の個性が生かされ

た生涯学習の推進 

●多様な学習機会の提供

と情報発信による参加

啓発 

 

 

施策１   生涯学習拠点の整備  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

こどもが読書に親しむ

機会や生涯学習の機会を

充実させるため、情報提

供などに取り組んできま

した。 

 市民のニーズを反映し

た施設の有効活用、運営

の効率化が図られ、利便

性やサービスが向上して

います。 

 

●既存施設の効率的で効

果的な運営の推進 

●図書館や歴史民俗資料

館などの公共施設の活

用 

 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ 
生 涯 学 習 ・ 生 涯 ス ポ ー ツ

４. スポーツ環境・拠点の充実 
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施策１   スポーツ活動の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

スポーツ少年団の活動

を支援してきました。マ

ラソン大会・駅伝大会な

どが開催され、多くの市

民が参加してきました。 

 

 多様なニーズや幅広い

年代に対応したイベント

などが開催され、多くの

指導者やスポーツボラン

ティアなどが活動してい

ます。  

●スポーツを振興する団

体への支援 

●多様なスポーツイベン

トの企画運営の推進 

●スポーツボランティア

の育成支援 

 

施策１   スポーツに親しむ環境づくり  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

湖南市スポーツ推進委

員が出前講座など各種事

業においてワンポイント

指導を行いながら「正し

いラジオ体操」の普及を

実施してきました。 

健康教育や保健指導の

場において、運動につい

ての啓発を行ってきまし

た。 

 
 

こどもからお年寄り、

障がいのある人などあら

ゆる人がスポーツ活動を

楽しんでいます。多くの

市民にとって、身近な場

所で気軽にスポーツに取

り組むことが習慣化して

います。 

 

 

●スポーツと健康づくり

の一体的な推進 

●企業などの協働による

先進的なヘルスケアの

推進 

●年齢・体力に合わせた

スポーツプログラムの

提供と充実 

 

施策１   スポーツ施設の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

各社会体育施設につい

て、スポーツ施設の有効

活用の検討や効率的な施

設運営を行ってきまし

た。 

 関係団体との連携によ

って、多様なニーズに対

応したスポーツができる

施設となっています。 

 

●施設の計画的な維持管

理およびユニバーサル

デザインの推進 

●地域、関係団体などと

の協働によるスポーツ

環境の整備 

施策１ 

施策２ 

施策３ 



 

重 要 な 

政策テーマ 
文 化 創 造

５. 図書館機能の充実 
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施策１   図書館機能の充実  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

資料と情報の提供を行

う機関として、２箇所の

図書館と移動図書館によ

る図書館システムで運営

を行ってきました。イン

ターネットなどを活用

し、利用者の利便性向上

のための取組やこどもが

図書に親しむ機会を積極

的に提供してきました。 

 効果的な情報発信と、

学習ニーズに応えるサー

ビスの充実により、多く

の市民が図書館を利用し

ています。 

 

●関係機関などとの連携

による地域に根ざした

図書館の運営・リニュ

ーアル 

●魅力ある蔵書の維持更

新と図書館利用の促進 

●全域サービスの充実 

●地域資料の収集と情報

発信の推進 

 

 

施策１   人と本をつなぐ環境づくり  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

全域サービスやこども

の読書振興の一手段とし

て、小学校、保育園、幼稚

園、こども園、まちづくり

センターなどへの移動図

書館の巡回を実施してき

ました。 

 

 こどもをはじめ市民の

身近に本があり、市民と

本をつなぐ人がいる環境

があり、読書活動を通し

て心身の健康や生きる力

が育まれています。  

●本に親しむ環境づくり 

●家庭、地域、園・学校な

どが連携した環境づく

り 

●読書活動への啓発と支

援、広報の充実 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ 
文 化 創 造

６. 歴史文化遺産の保存・継承と活用 
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施策１   歴史文化遺産の保存・継承  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

湖南三山をはじめとす

る指定文化財の保存に対

する支援のほか、未指定

の文化財について新規指

定などに向けた調査を実

施してきました。 

地域住民が歴史文化遺

産に愛着が持てるよう文

化財講座を実施してきま

した。また、次世代への文

化財の価値継承のため、

学校教育において郷土史

の学習を実施してきまし

た。 

 調査やデータ整備のほ

か記録の保存により、歴

史文化遺産が次世代に継

承されています。 

調査結果の活用と価値

を発信することで、地域

住民が文化財の本質的な

価値について理解し、愛

着を持っています。 
 

●文化財などの調査と適

切な保存推進および支

援 

●学校教育や生涯学習で

の郷土史の学習機会の

提供 

 

 

 

施策１   歴史文化遺産の活用  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

学校では、湖南市の歴

史文化遺産を生かし、地

域に根ざした学びを進め

てきました。 

歴史文化遺産の周辺に

文化財の説明看板やトイ

レなどを設置してきまし

た。 

 

 地域まちづくり協議会

などと連携した取組によ

り、まち歩きなど魅力的

な活動が行われていま

す。 

多言語解説案内板の設

置などにより、外国人観

光客に歴史文化遺産の魅

力が伝わっています。 

 

●学校教育や社会教育で

の郷土史の学習機会の

提供 

●歴史文化遺産の周辺の

景観形成や芸術文化活

動との連携による魅力

のＰＲ 

●地域まちづくり協議会

との協働による文化財

講座などの充実 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ 文化創造 

７. 文化芸術活動の振興 
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施策１   文化芸術活動への支援  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

文化ホールだけでな

く、アウトリーチによる

鑑賞事業を実施してきま

した。美術展では、参加体

験型のパフォーマンス事

業を行うなど、若年層へ

の啓発を図ってきまし

た。 

 文化ホールを中心に、

多様なニーズや幅広い年

代（特に若年層）に対応し

た催しが実施されていま

す。 

若年層を中心に人財の

発掘・育成が進み、文化芸

術活動が次世代に継承さ

れています。 

 

●文化芸術に触れる機会

や活動場所の提供 

●教育・関係機関と連携

した文化芸術活動の人

財発掘・育成・継承の支

援 

 

 

施策１   湖南市の魅力となる文化芸術の創出  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

文化祭や美術展など、

市民が主体となって企画

運営を行うとともに、各

種イベントではアンケー

トを実施し、ニーズの把

握を行ってきました。 

 湖南市の特性に根ざし

た独自の新たな文化が創

造され、市民の誇りとな

っています。 

 

●文化芸術に関するニー

ズ把握と多様な主体へ

の情報発信の強化 

●多様な文化芸術活動に

接する機会の創出 

 

 

 

施策１ 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

８. 人権教育の推進 
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施策１   人権教育・啓発活動の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

学校・園・地域・職場に

おいて、さまざまな人権

課題をテーマにした学習

や研修を実施してきまし

た。 

人権まちづくり懇談会

の開催や人権啓発講座を

行ってきました。 

 

 一人一人が、あらゆる

差別や人権侵害のない社

会を創る主体者としての

自覚を持ち、人権尊重の

精神が現れています。 

包摂（インクルーシブ）

と多様性（ダイバーシテ

ィ）を大切にする共生社

会が実現しています。 
 

●児童生徒の人権意識の

向上、生きる力と学力

を高める取組の推進 

●人権まちづくり懇談

会、啓発講座の内容充

実による市民参加の促

進 

●市民が主体的に学べる

環境、交流の場づくり 

●企業・事業所に対する

人権教育と啓発の推進 

 

 

施策１   職員研修の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

人権課題の解決に向け

た地方公共団体の責務の

理解とともに、市職員に

対し、人権啓発のリーダ

ーとして市民の人権意識

を高揚するための人権研

修を行ってきました。 

 全ての市職員が業務に

おいて人権の視点を尊重

し、基本的人権が尊重さ

れた社会の実現に寄与し

ています。 

  

●人権に関する職場内研

修の実施 

●外部派遣研修などの実

施 

 

 

 

 

 

施策１ 

施策２ 
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重 要 な 

政策テーマ  

１.自治体ＤＸの推進 
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第６章 

 

施策１   ＤＸによる行政改革  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

調査やヒアリングなど

を実施し、組織的に機構

改革や職員採用を行って

おり、在宅勤務制度を

2020 年度（令和２年度）

に整備しました。 

自治体クラウドのシス

テム共同化による割り勘

効果やアウトソーシング

による業務の効率化を図

り、最小の経費で最大の

効果を発揮するための行

政改革を推進してきまし

た。 

公共施設予約システム

の運用を開始し、利便性

の向上と施設管理の効率

化を進めてきました。 

 デジタル技術の活用に

より、働き方改革を推進

しながら行政需要の変化

に対応した事務事業や組

織体制の見直しが実現し

ています。 

地域の活性化や住民サ

ービスに与える影響を見

極めながら、施設の統廃

合が進められ、維持管理

経費の削減や効率的な施

設運営が実現していま

す。 

 

●デジタル技術の活用に

よる行政手続きのオン

ライン化推進および窓

口手続き簡素化の推進 

●公開型ＧＩＳと公共交

通の連携 

●自治体ＤＸの推進 

●マイナンバー利用環境

における持続的な情報

セキュリティの確保 

●マイナンバーカードの

普及促進 

●セキュリティポリシー

に基づく情報データ運

用の透明化 

●社会情勢や多様な行政

需要に応じた柔軟な組

織体制の構築 

●テレワーク環境の推進 

●自治体クラウドの推進 

●公共施設の最適化 
  

施策１ 



 

重 要 な 

政策テーマ  
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施策１   人財の育成  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

人材育成基本方針に基

づき、職員研修計画を定

めて年間研修プログラム

を推進してきました。ま

た、研修に関する情報提

供を積極的に行い、研修

機会の確保を図ってきま

した。 

育成人事考課制度を

2014 年度（平成 26年度）

から本格運用し、適宜見

直しを行い、改善を重ね

てきました。 

 市職員の意識と能力が

向上し、多様化する市民

ニーズに対応し、質の高

い行政サービスが提供さ

れています。 

 

 

●研修制度の充実による

市職員の業務能力の向

上 

●育成人事考課制度によ

る人財育成の向上 

施策２ 



 

重 要 な 

政策テーマ  

２.財政の健全化 
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第６章 

 

施策１   効率化による経費削減  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

投資的事業など要求調

査を実施するとともに、

翌年度以降の計画を把握

し、今後の財政状況を考

慮しつつ予算編成を行っ

てきました。 

利用目的がない公有財

産については、公売によ

り売却を進めてきまし

た。 

年度ごとの決算に基づ

き、財政状況および財務

書類、財政健全化判断比

率などを湖南市ホームペ

ージなどで公表してきま

した。 

 財政基盤が安定し、透

明性の高い財政運営が行

われています。 

事業計画が一時的に中

断している行政財産は、

期限付きで貸し付けを行

うなど遊休財産が有効に

活用されています。 

 

●経常経費の抑制や投資

的事業の年度間調整な

どによる財務改善の推

進 

●公有財産の利活用の促

進 

●財政健全化判断比率や

財務書類の公開による

透明性の高い財政運営

の推進 

 

 

施策１   財源の確保  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

ふるさと納税・企業版

ふるさと納税の積極的な

活用など歳入確保のほ

か、市税や給食費などの

未収金の徴収強化などに

取り組んできました。 

 人員の制約や数年ごと

の人事異動があっても、

各債権担当課でノウハウ

蓄積・継承などができる

仕組みとなっています。 

企業版ふるさと納税な

どにより、新たな財源が

確保されています。 

 

●未収債権への取組や新

たな財源の確保 

 

 

 

 

  

施策１ 

施策２ 



 

 
 

３.近隣市町との連携 
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施策１   近隣市町との連携の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

湖南・甲賀の２市によ

り広域行政組合や病院事

業を効率的に運営してき

ました。また、栗東市・野

洲市・竜王町・甲賀市など

の近隣・関係市町と共通

する課題ごとに協議会を

設置し、事業の協働実施

や国・県などへの要望活

動を行ってきました。 

野洲市および竜王町と

の協議会では、新たな広

域幹線道路の整備実現に

向け、滋賀県とともに勉

強会を開催するなど広域

的な連携を図ってきまし

た。 

 隣接市町との連携が強

化され、公共交通課題や

広域道路整備、河川改修

など広域課題の対策が大

きく前進しています。 

 

●甲賀広域行政組合の効

率的な経営の推進 

●公立甲賀病院の効率的

な経営の推進 

●公共交通課題に対する

隣接市との連携強化 

●新たな行政課題に対す

る広域自治の検討 

●ＪＲ草津線複線化、広域

道路整備、河川改修など

の共通の行政課題に対

する連携の推進 

 

施策１   地域間交流の推進  

 
これまでの取組  めざす姿  実施方針 

「しが navi」には、湖

南三山や琵琶湖博物館な

どを観光できるモデルコ

ースが紹介されていま

す。 

滋賀県内の図書館の蔵

書を横断的に検索可能な

システムが整備されてい

ます。 

友好交流協定を締結し

ている鳥取県北栄町、北

海道比布町とそれぞれ市

内で開催するイベントを

通じて交流を行ってきま

した。 

 周辺市町と連携した魅

力ある観光地のネットワ

ーク化により、地域全体

としての観光ブランドイ

メージが高まっていま

す。 

専門性が必要な施設や

規模の大きな施設につい

て、市町間の広域連携に

よって相互利用が実現し

ています。 

友好交流協定を締結し

ている両町と草の根レベ

ルの民間交流が活発にな

り、ビジネス創出などに

つながっています。 

 

●観光資源を活用した地

域内連携の促進 

●地域内連携による施設

の共同整備の促進 

●地域間交流の推進 

●市民交流の推進による

交流人口などの拡大 

 

施策１ 

施策２ 


